
● ● ● ● ● ● ●  専 門 ゼ ミ 紹 介

興味のあるゼミの説明会に参加し、ゼミの内容や講義の進め方、研究テーマ等の情報を収集する。
説明会は、9月上旬ごろ実施。

収集した情報を踏まえ、MyWasedaから「応募ゼミ申請」を行う。
Webでの「応募ゼミ申請」と併せて、応募書類を提出する。
1次選考の応募書類提出は、9月上旬ごろ実施。

応募ゼミの選考日、選考場所等を確認し、選考試験を受ける（レポート課題のみの場合もあり）。
1次選考は、9月中旬ごろ実施。

説明会への参加

応募

選考試験

専門教育科目演習 専門教育科目演習ⅠA 3年生

3年生

4年生

4年生

4年生

2単位

2単位

2単位

2単位

4単位

履修学年 単位数

専門教育科目演習ⅠB

専門教育科目演習ⅡA

専門教育科目演習ⅡB

専門教育科目演習論文

◆ 選考までのステップ

STEP1

STEP2

STEP3

専門ゼミとは
●   専門教育科目演習（ゼミ）では、担当教員の指導のもと、設定したテーマについて調査・資

料収集をして、レポートやプレゼンテーション資料を作成し、それをもとに他の学生と討
論する形式をとります。通常の授業とは異なり、少人数制で2年間継続して履修すること
が前提です。

●   ゼミの活動を通じて、将来の実務で必要となる課題設定および課題解決能力、プレゼン
テーション能力、コミュニケーション能力、文章作成能力を養います。また、合宿や懇親
会など、担当教員や他の学生と交流する機会も得られます。

●   なお、2025年度現在商学部に設置している、6トラック（経営、会計、マーケティング、フ
ァイナンス、保険・リスクマネジメント、ビジネスエコノミクス）合計で約 60の専門ゼミに
加え、2026年度より「総合・学際科目分野」の約15の専門ゼミを新設します。

●   ゼミは、以下の通り、半期の専門教育科目演習（ゼミ）と専門教育科目演習論文（ゼミ論文）
で構成しています。

※上記について変更の可能性がありますので、商学部 HP「ゼミ選考」にて確認してください。
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●経営トラック 　　

組織と戦略 藤田　　誠 07

ビジネスモデルと競争戦略 井上　達彦 07

企業法研究 和田　宗久 07

企業と環境・社会（2026年 3月退職予定） 谷本　寛治 07

経営戦略研究 山野井順一 08

組織行動研究 村瀬　俊朗 08

Contemporary Strategic Management  マレン ジョエル 08

応用組織論研究 三橋　　平 08

Managing Human Resources  梁取　美夫 09

民法研究 新井　　剛 09

イノベーション研究 清水　　洋 09

グローバル経営 谷口　真美 09

International Corporate Strategy  エドマン ジェスパー 10

●会計トラック 　

現代管理会計論 長谷川惠一 10

現代の財務会計 川村　義則 10

財務報告と分析 奥村　雅史 10

企業価値評価研究 大鹿　智基 11

財務報告の研究 山内　　暁 11

財務会計研究 八重倉　孝 11

Accounting, Economics and Society  スズキ トモ 11

会計・監査実務研究 関根　愛子 12

組織のデザインと管理会計研究 若林　利明 12

会計・ファイナンス・コーポレートガバナンス 河内山拓磨 12

●マーケティングトラック 　　

現代マーケティング研究 恩藏　直人 12

現代広告研究（2026年 3月退職予定） 嶋村　和恵 13

マーケティング・サイエンス研究 守口　　剛 13

消費者心理学研究 須永　　努 13

Consumer Behavior Research  フランク ビョーン –

マーケティング・コミュニケーション研究 石井　裕明 13

●ファイナンストラック 　　

The World's Corporations in a Globalized Society  広田　真一 14

コーポレート・ファイナンス 谷川　寧彦 14

フィナンシャル・エコノミクス 尾﨑　祐介 14

フィナンシャル・インベストメント 片桐　　満 14

●保険・リスクマネジメントトラック
リスクマネジメント研究 李　　洪茂 15

Study of Insurance from a Global Perspective  中出　　哲 15

保険経営と数理 星野　明雄 15

保険法研究 中村　信男 15

貿易商務研究 田口　尚志 16

Study of International Trade Risk Management  任　　素英 16

●ビジネス・エコノミクストラック 　

マクロ経済理論 片岡　孝夫 16

開発経済学研究 高瀬　浩一 16

数理計量分析研究 毛利　裕昭 17

コンピュータによる統計分析とその応用 坂野　慎哉 17

企業の経済学 久保　克行 17

計量経済学とその応用 片山　　東 17

産業組織論研究 加納　和子 18

Empirical Study of Policy Evaluation  富　　　蓉 18

数理経済学研究 原　　和弘 18

日本企業システムの経済分析（2026年 3月退職予定） 宮島　英昭 18

国際経済学研究 横山　将義 19

日本経済史研究 小林　延人 19

国際経済関係研究 池尾　愛子 19

Economic and Business History: Global Perspectives  矢後　和彦 19

雇用労働研究 小倉　一哉 20

産業・企業ダイナミクス研究 宮川　大介 20

国際貿易と経済学 市田　敏啓 20

国際貿易研究 横田　一彦 20

●総合・学際科目分野
西洋哲学史理論研究 辻内　宣博 21

トポロジー理論研究 安原　　晃 21

力学系理論研究 渡邊　展也 21

幾何学理論研究 山口　祥司 21

Second Language Acquisition 浅利　庸子 –

英語コミュニケーション研究 佐藤　詩恵 22

音声学・音韻論研究 篠原　靖明 22

スピーチアクト＆ポライトネス研究 鈴木　利彦 22

SDGs実践プロジェクト（上級英語）研究 バウワー ジャック ビクター 22

英語辞書と出版 山田　　茂 23

ドイツ文化研究 クラウス マヌエル フィリップ 23

メディア文化研究 柳橋　大輔 23

フランス映画研究 Ｍ. Ｍ. パルヴューレスコ 23

スペイン地域研究 ロペスハラ サンティアゴ 24

東アジア文化研究 小川　利康 24

中国語圏の歴史とアイデンティティ 中村みどり 24

 専門ゼミ目次● ● ● ● ● ● ●
特 集

掲載は科目配当順

2026年度開講ゼミの募集有無につ
いては、商学部ホームページまた
は掲示板を確認してください。

GMP 対象ゼミ
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● ● ● ● ● ● ●  専 門 ゼ ミ 紹 介

先生

■ 研究テーマ
「成功した企業」と聞いてどんな企業

を思い浮かべますか？いわゆる GAFA 
や Airbnb などでしょうか。 いずれ
の企業もサービスやアイデアは秀逸
です。しかし、それだけでは「勝ち
続ける」ことはできません。井上ゼ
ミでは「ビジネスモデルと競争戦略」
をテーマに、企業が成功し、勝ち続
けるための裏側の目に見えない仕組
みを研究し、明らかにしていきます。

■ 活動内容
井上ゼミでは、特定の企業のビジネス
モデル分析から活動をスタートし、「ビ
ジネスモデル研究・教育の起点をつく
る」ことを目指して、実務界にも認め
られる研究成果の創出に取り組んでい
ます。ゼミでは、座学によって理論を
学び、自ら問いを立てたうえで、フィー
ルドワークを通じてその答えを導き出
すといった「理論と実践」の組み合わ
せにより学びを深めていきます。

■ 新ゼミ生へ 
私たちのモットーは「考動する知
識人」です。机の前で「学」ぶだ
けでなく、外に飛び出し、自ら問
いを立て、考動しながら「学」ぶ
ことを心がけています。このモッ
トーに共感し、 自身もそうした力
を育みたいと強く思うみなさま、
ぜひ井上ゼミで一緒に理論と実践
による学びを体験しませんか？
ゼミ HP： https://sem-inoue.w.waseda.jp

井上 達彦ビジネスモデルと競争戦略

人数：3 年生 12 人、4 年生 8 人　執筆者：島田 航汰

先生

■ 研究テーマ
経営学に関するテーマを幅広く扱い
ます。経営戦略、組織構造をはじめ、
コーポレート・ガバナンス、リーダー
シップ、モチベーションなどに関す
るテーマも取り上げます。ゼミ論文
作成に際しては、各人（各グループ）
の興味を尊重します。

■ 活動内容
春学期は、教材を指定して輪読形式
で実施します。秋学期は、グループ
でのゼミ論文作成と慶應義塾大学商
学部小沢ゼミとのインゼミでの発表・
討論がメインの活動になります。ま
た、論文作成のため、統計に関する
学習、統計ソフトの使い方なども学
習します。

■ 新ゼミ生へ  
ゼミは、各人の主体的な行動が期待
されるという点をよく認識してくだ
さい。
ゼミ Twitter：
https://twitter.com/fujita_zemi

藤田 誠 組織と戦略

人数：3 年生 14 人、4 年生 15 人　執筆者：山本 雄大

先生

■ 研究テーマ
和田ゼミでは企業法を研究テーマにし
ています。企業法ってなに？という
方々が多いかもしれませんが会社は企
業法の枠組みで成立しており実は我々
にとって馴染みの深いテーマです。具
体的には M&A やコーポレートガバナ
ンスなど法律的な視点から様々な問題
を深堀して研究しています。

■ 活動内容
企業法に関連した研究課題を 3-4

人のグループで文献や判例を用い
て資料を作成し発表を行います。
研究を進める過程で法制度や企業
づくりの曖昧な部分を指摘し解決
策を考え理解を深めることを目的
に取り組んでいます。基本的には
3.4 年生が一緒に活動するので法律
科目に不安があってもしっかりと
指導していただけます。また夏休
みにはゼミ合宿を実施し学年の垣
根を越えて交流しています。

■ 新ゼミ生へ
当ゼミは商学部では稀な法律を扱っ
ているゼミなので最初のうちは苦労
することもあるかもしれません。し
かし、幅広い分野の資料を活用す
るのでその過程で社会の動きを包括
的に理解できる点は非常に魅力的で
す。また先輩・同期と分け隔てなく
活動しているので充実した大学生活
を送れます。ゼミ生一同皆さんのご
参加をお待ちしています！

和田 宗久企業法研究

人数：3 年生 10 人、4 年生 3 人　執筆者：上村 健太

先生

■ 研究テーマ
谷本ゼミナールでは、CSR（企業
の社会的責任）をテーマに、企業
が財務・非財務の両面において優
れた経営活動を行っていくにはど
うすればよいか経営戦略や経営組
織、コーポレート・ガバナンス等
様々な切り口から研究しています。 

■ 活動内容
3 年生の前期は文献を要約し、グ
ループに分かれて毎週レジュメを

作成、ディスカッションを行いま
す。夏には 3・4 年生が合同でプ
ロジェクト研究・合宿を行います。
後期は早稲田祭や他大学との合同
ゼミなどのグループ研究、企業と
の共同プロジェクトに取り組みま
す。4 年生ではこれまでの集大成
として卒業論文を執筆します。

■ 新ゼミ生へ
谷本ゼミでは能動的に活動する姿勢
を大切にしています。基礎的な知識

をきちんと学んだ上で、プロジェク
ト研究などを通して、調査・プレゼ
ンテーション・議論・論文作成の作
法を身につけ、「論理的に考える力」
や「コミュニケーション力」という
人生の基礎となる力を磨き、常に成
長し続けることができる環境があり
ます。現４年生が最後の代であり、
3 年生の所属はなく新ゼミ生を募集
することもありませんが、興味のあ
る方は SNS 等をぜひ見てください！

谷本 寛治企業と環境・社会

人数：4 年生 11 人　執筆者：長尾 晃汰
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先生

■ 研究テーマ
リーダーシップ、チームワーク、モチ
ベーション、職務満足など、様々な組
織の「人」に関するテーマを研究する
ゼミです。主に 2 人や 3 人一組の班を
組んで、学生主導で課題や研究を行い
ます。「どんなリーダーシップがチーム
ワークに必要か」「モチベーションはな
ぜ高まらないのか」など、みなさんも
過去に一度は疑問に持ったことがある
のではないでしょうか。村瀬ゼミでは、

これらの身近にある「人」の疑問に着
目して仮説を練り、データ検証を通し
て、自分達の解を見つけます。

■ 活動内容
ゼミでは、「輪読とリサーチプロジェク
ト」を中心に活動します。3 年生では、
並行履修科目の組織行動論とゼミのレ
クチャーを通して組織の人にまつわる
基礎知識を身に着けてもらいます。プ
ロジェクトは、企業との合同もあれば、
ゼミ内のみでの活動の場合もあります。

プロジェクトを通して、チームメンバー
とテーマを議論し、データ分析を行い、
自らの解が正しいかを検証し、結果を
ゼミ内や企業の方々に発表します。ゼ
ミの 2 年間にいくつかのチームプロ
ジェクトを行い、4 年生の最後に総仕
上げとしてグループで卒業論文に取り
組むことで、「自らの頭で考え、議論し、
行動できる」人材へ成長してもらうこ
とが、ゼミの目標です。  

■ 新ゼミ生へ　
村瀬ゼミの目標は早稲田大学でユニー
クなゼミを作ることです。ゼミで研究
に真剣に取り組み、加えて「work hard 
& play hard」の精神で学生生活を送り
たい方々の応募をお待ちしています。

村瀬 俊朗組織行動研究

人数：3 年生 14 人、4 年生 13 人　執筆者：村瀬 俊朗先生

先生

■ 研究テーマ
3 年前期には「世界標準の経営理論」
と英語の論文を用い、ゼミ生とディ
スカッションを通して、経営理論
について幅広く学びます。その後、
メイン活動となるグループ・プロ
ジェクトに入ります。ここでは、
グループごとにテーマ設定、先行
研究調査、データ収集・分析を行っ
ていきます。ここでの目標は、プ
ロジェクトの成果としての論文を

学内外の懸賞論文コンテストに出
し、一等を取ることです。

■ 活動内容
私たちは、経営戦略に関する事例
を定量的に分析し研究しています。
ゼミでは様々な企業事例から経営
戦略の理論に基づいて因果関係を
導き、仮説を立て、統計を用いて
検証します。これらの活動を通し
て、経営理論や統計学、語学、論
理的思考力を体得することを目指

します。

■ 新ゼミ生へ　
山野井ゼミでは、経営理論のみなら
ず統計や英語論文、企業事例などを
広く扱うとともに、論理的思考も求
められます。よって向学心と多少の
忍耐力が必要となります。将来役立
つスキルを身に付けるために真剣に
活動したい学生には、ぴったりのゼ
ミです。ゼミ生一同、皆さんの参加
を心待ちにしています。

山野井 順一経営戦略研究

人数：3 年生 7 人、4 年生 2 人　執筆者：篠原 日向子

先生

■ 研究テーマ
経営学、組織科学、経営組織論
分野のゼミです。組織や、組織
内の人材が、時代をリードし、
変化に適応し、新しい価値を生
み続けるためのメカニズムを実
証的に研究することを目的とし
ています。卒業研究のテーマは、
就職や映画のデータを用いた研
究、オンライン・ゲーム・サイ

トなどのレビュー・コメント分
析、イノベーティブな水着の特
許分析、テニスのホーム・ゲー
ムでの勝率データなど、自分の
関心に沿いながら、正確な論証
と実証に基づく卒業研究ができ
るようサポートしています。

■ 活動内容
ともかく楽しく、笑顔で、毎週
のゼミが待ち遠しくなるように

運営しています。3・4 年生合
同のゼミで、和気あいあいと学
び合えるのが大きな特徴です。

■ 新ゼミ生へ  
大学時代に自分の将来に影響を
与えるような出会いに恵まれる
ことを願っています。

三橋 平応用組織論研究

人数：3 年生 5 人、4 年生 2 人　執筆者：三橋 平先生

■ 研究テーマ
This zemi focuses on developing 
skills for modeling and understanding 
the contexts in which modern 
business must operate. The complexity 
of the modern world means that 
effective business strategy must  
be a dynamic and evolving process 
that adapts to a changing business 
l a n d s c a p e .  T o  a d d r e s s  t h e s e 
challenges, managers must be able 
to identify causes and consequences 
o f  i m p o r t a n t  c h a n g e  i n  b o t h 

t h e  m a r k e t  a n d  n o n - m a r k e t 
environments of the firm.  
■ 活動内容
The zemi  focuses  on the use 
of agent-based modeling and 
computat ional  s imulat ion to 
ident i fy  and understand the 
relevant factors influencing the 
coevolut ion of  bus iness  and 
context. We also apply data analysis 
methods using the R programming 
language. Regarding content, 
we pay attention to reciprocal 

relations between business and 
the natural environment. However, 
what we learn is useful across 
strategic management issues.  
■ 新ゼミ生へ
Successful companies design strategies 
that leverage broader changes taking 
place in the world to innovate and 
remain competitive. Students will learn 
to recognize and respond to these 
complex issues by exploring how 
business influences society and society 
influences business. 

先生マレン ジョエルContemporary Strategic Management

人数：3 年生 3 人、4 年生 5 人　執筆者：マレン ジョエル先生
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先生

■ 研究テーマ
新井ゼミでは、社会の礎ともい
える民法を研究します。民法は
一般市民のための法律であり、
私たちにとって最も身近で重要
な内容です。私人間のトラブル
解決に役立つだけでなく、今日
のビジネスで重要なコンプライ
アンスの意義も深く学べます。

■ 活動内容
①民法の構造を理解した上で、

近年相次いでいる民法改正の内
容や背景等を学びます。②実務
への影響が大きい最高裁判所に
よる「判例」の内容や意義を皆
で 検 討 し ま す。 ③ 法 律 問 題 を
テーマとするシネマの鑑賞を通
して、日本の法制度の問題点を
考察します。

■ 新ゼミ生へ 
主体性を持って研究に取り組
め、就活や公務員試験の準備、

体育会、サークル等との両立が
しやすいゼミです。ゼミ生同士
の仲が良く、大変雰囲気が良い
です。教授の、民法を解説する
際とユーモアあふれる雑談をす
る際の表情のギャップが魅力で
す ! 私たちと楽しく民法を学び
ましょう‼

新井 剛民法研究

人数：3 年生 18 人、4 年生 16 人　執筆者：大竹 慎吾、安留 千世、寺西 雛代、岡部 健太

先生

■ 研究テーマ
イノベーションを企業の競争戦略
や組織構造、産業組織の観点から
歴史的に分析しています。大きく
は、（1）イノベーションにはどの
ようなパターンがあるのか、（2） 
イノベーションのパターンに影響
を与えるのはどのような要因があ
るのか、（3）企業はイノベーショ
ンのパターンをどのように戦略的
に活用できるのかの 3 点を中心に

分析をしています。

■ 活動内容
ケースや論文、書籍などを読むと
ともに、実際に分析や提案を行っ
ていきます。とにかく巨人の肩に
のぼります。OB,OG とのコミュニ
ティも大切にしています。

■ 新ゼミ生へ  
2019 年から開講した新しいゼミ
です。これからどのようなゼミに
なっていくのか楽しみです。やる

ことは多いとは思いますが、それ
だけ得るものも多いはずです。楽
をしたい人はぜひ遠慮してくださ
い。せっかく大学にきたのだから、
ゼミに入って勉強した方がいいよ。
できるだけ濃い議論をと思ってい
るので、人数は 8 ～ 10 人程度と
絞っています。
https://sites.google.com/site/
hiroshishimizu529/introduction

清水 洋イノベーション研究

人数：3 年生 11 人、4 年生 10 人　執筆者：清水 洋先生

先生

■ Theme
Our research group explores how 
organizations can effectively 
m a n a g e  t h e i r  w o r k f o r c e s  t o 
achieve their goals. Our interests 
extend beyond national borders, 
e x a m i n i n g  a  w i d e  r a n g e  o f 
management practices—such 
as recruitment, selection, and 
c o m p e n s a t i o n — a d o p t e d  b y 
organizations around the world. 

■ Activities
O u r  a c t i v i t i e s  a r e  d e s i g n e d 
to  s t r ike  a  ba lance  between 
research and practical application. 
Students will develop the ability 
to: (1) read and critically analyze 
academic research articles, (2) 
apply research insights to real-
world organizational management 
practices, and (3) conduct research 
to address their own business-

related questions.  

■ Message
ゼミでは英語と日本語を併用しま
す。最新の研究とマネジメントに
興味のある学生、ゼミや GMP の
活動を通して自分を高めたいと考
えている学生と一緒に学びたいと
考えています。 

梁取 美夫Managing Human Resources

人数：3 年生 12 人（2 名留学中）、4 年生 7 人　執筆者：梁取 美夫先生

先生

■ 研究テーマ
グローバル経営、ダイバシティ・マネジメント 

■ 活動内容
多国籍企業が行う国境を越えた経営を、
戦略論と組織論の観点から学びます。 特
に、人材をいかして企業価値向上につな
げる人的資本経営が注目されているなか、
ダイバシティ・マネジメントの観点から
調査・分析・考察を行います。 
具体的な活動として、 
1．最新の論文についての議論 

2．海外大学の学生との議論・交流（今年
度はイギリス Cranfield 大学の EMBA 生
と議論・交流を実施） 
3．特定企業についての研究発表会 ( 昨年
度は伊藤忠商事、三井不動産、オムロン、
MSD、住友電工にご参加いただきました ) 
4．海外での企業訪問およびインタビュー
調査があり、学術と経営の実践の両面か
ら学べます。昨年度は韓国で JETRO、韓
国 JFE スチール、東友ファインケム、韓
国住友電工エレクトロニクス、韓国貝印、

Olive Young、国民大学校を訪問し、今年
度はベトナムでの研修を予定しています。 
卒業生の進路は住友商事、丸紅、アクセ
ンチュア、ソニー、メガバンク各社 など、
OB・OG との繋がりも魅力です。 

■ 新ゼミ生へ  
主体的にゼミに取り組みたい方、多様な
人々との交流から学びたい方、議論を活
性化し結論に導く力を身に付けたい方、
グローバルリーダーとして活躍したい
方、谷口ゼミにてお待ちしています。

谷口 真美グローバル経営

人数：3 年生 7 人（うち 2 人留学中）、4 年生 8 人（うち 2 人留学中）　執筆者：小池 清香

韓国合宿
国民大学校にて

Cranfield 大学
EMBA との交流

9 商学部報　No.186
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先生

■ 研究テーマ
川村ゼミでは、公認会計士となる
ことを希望する学生を募集してい
ます。財務会計・簿記に関する基
礎的な知識とそれを応用する能力
の習得を目標とします。財務会計
に関する様々なトピックスについ
て、会計基準をベースとして、基
礎的な概念やルールを学ぶととも
に、ケースワーク（問題の作成）

などを通じた能動的な学習をして
いきます。

■ 活動内容
3 年生は、財務会計に関する基礎
知識をしっかりと身につけること
から始めます。財務会計の領域ご
とに、まずは基礎的な用語やルー
ルの確認を行った後、主要な論点
を網羅する択一問題の作成・解答
や簿記的な知識を確認するための

ケースワークを行っていきます。
企業の実際の有価証券報告書を用
いた読解や分析を行います。また、
後期には他のゼミを交えた研究発
表会（インターゼミ）も企画して
います。4 年生は、卒業論文の制作
が主な活動になります。例年、主
要な会計問題に関する会計基準研
究や財務諸表分析を通じた企業研
究などがテーマとして選ばれてい

ます。

■ 新ゼミ生へ 
当ゼミでは、公認会計士を目指す
ことを旗印として頑張っています。
志を高く持って、ともに学び、や
り遂げる意欲のある学生の応募を
期待しています。

川村 義則 現代の財務会計

　人数：3 年生 11 人、4 年生 7 人　執筆者：川村 義則先生

■ 研究テーマ
企業情報の中核である会計情報の有用
性を多角的に検討します。とくに財務
会計の機能（情報提供機能や利害調整
機能）について理論的に理解し、財務
データや株価データを分析することに
よってその機能を分析します。分析ス
キルを身に付けながら専門知識を深め
ることがポイントです。

■ 活動内容
3 年生は、専門性の高い文献の輪読

によって財務会計の機能を深く理解
し、関連事象について PC によるデー
タ分析を行います（ゼミは PC 教室
で実施）。また、サブゼミを利用し
て日経 STOCK リーグに参加します。
そこでは、ビジネスの存在意義を検
討しながら投資テーマを決定し、こ
れを実現する株式投資を提案します

（昨年度は 3 チーム中 3 チームが 1
次審査を通過、うち 1 チームが入
選）。4 年生は卒業論文の作成と幅

広い分野の文献の輪読をします。な
お、合宿、公的機関や企業の見学、
OB・OG 会、他ゼミと合同のインター
ゼミを行います。 

■ 新ゼミ生へ  
ビジネスについて PC を利用した
データ分析、論文執筆、プレゼン
をやりたい人（PC 初心者でも OK）
はぜひ参加してください。 
Instagram：https://www.
instagram.com/okumura_seminar/

奥村 雅史財務報告と分析

人数：3 年生 16 人、4 年生 15 人　執筆者：ゼミ生一同

先生

先生

■ 研究テーマ
企業の意思決定や業績管理等に用
いられる「管理会計」を中心にし
た研究を行っています。管理会計
論は経理・会計の範囲のみならず 
経営戦略・マーケティングなどの
分野とも密接に関わっているため、
自身の興味に合わせて幅広い分野
の研究に挑戦できます。

■ 活動内容
ゼミ内定後に、管理会計とプレゼ

ンの基礎知識を身に付けるため、2
年生の秋学期に 4 年生指導のもと

「メンターゼミ」を行います。３
年生春学期には、仮想企業を経営
し、会計や経営戦略が業績に与え
る影響を体験する「ビジネスゲー
ム」を行い、結果の分析をします。
秋学期はグループに分かれて研究
を行い、他大学との合同研究発表
会「インゼミ」を行います。４年
生は卒業論文作成が中心です。ま

た、年に２回 ( 春と夏 ) に合宿を
行っています。

■ 新ゼミ生へ 
当ゼミは学びの場・交流の場とし
て価値のある環境です。当ゼミ生
同士での交流は勿論、他のゼミ生
や社会の様々な領域で活躍してい
る卒業生と交流する機会も多いで
す。一緒に素敵な時間を作ってい
きましょう！皆さんのご参加お待
ちしています！

長谷川 惠一現代管理会計論

人数：3 年生 16 人、4 年生 14 人　執筆者：奥 昂樹

先生

■ Research Theme
In this zemi we investigate 
the dynamic and complex 
international business 
environment. We focus on 
business-related strategy – 
including foreign market entry, 
innovation, local adaptation, M&A 
– but also on the business-society 

interface, including issues related 
to climate change, political 
stability, and social development. 

■ Activities
The zemi offers a range of 
different activities, including 
group work and presentations, 
online simulations, meetings 
with company representatives, 

case study discussions, and 
interactions with foreign 
visitors. Zemi students will also 
get the opportunity to take part 
in the GMP forum with other 
students enrolled in the Global 
Management Program. 

■ 新ゼミ生へ  
The goal of this zemi is to 

help you gain the skills and 
confidence to work in a global 
business environment. If you 
are thinking of wording in an 
international context and care 
about global business and 
society, this is a good choice for 
you!

エドマン ジェスパーInternational Corporate Strategy

人数：3 年生 0 人、4 年生 10 人　執筆者：Jesper Edman 先生
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先生

■ 研究テーマ
「Account+ing（説明 + 行為）によ

る新しい現実の構築」を共通のテー
マとし、ビジネス、経済、国際関係、
サステナ等の分野で学生が主体的
にテーマを選び研究を進めていま
す。スズキ教授と共に研究を進める
場合には、日本をはじめ世界が直
面する成熟経済社会下の持続的発
展政策や Well-being 政策を研究し
ます。従来の株式会社や上場制度

における利益（＝株主に帰属させ
る付加価値）最大化経営を見直し、
付加価値の適正分配経営（DS 経営）
を推進します。このような考え方は
岸田・石破政権下の「新しい資本主
義」構想を構成し、上場企業による
適用が進められています。

■ 活動内容
多くの学生が DS 経営推進のため
に上場企業の社長や役員と協働し、
或いは財務、法務、デジタル、文

科大臣や総理補佐官らの下での長
期インターンを通して実際の政策
推進に貢献しています。

■ 新ゼミ生へ  
社会課題解決型のビジネスや研究
にたずさわることで、社会に対す
る責任を自覚するとともに、それ
が自身の遣り甲斐やプライドや幸
せにつながることを感じています。
ご一緒にどうぞ。 
→ x.com/tomo_accounting

スズキ トモAccounting, Economics and Society

人数：3 年生 7 人、4 年生 5 人　執筆者：ゼミ員一同

先生

■ 研究テーマ
このゼミでは企業価値評価という分野
について学びます。企業価値評価は、
財務諸表を読み解く会計の知識に加え
てマーケティング戦略への理解、経済
学を利用した市場動向の把握などの商
学にまつわる分野と、政治の動向や環
境問題などの商学以外の分野から、企
業の将来性を幅広い視野で見ることが
出来る学問です。この分野で使われる
知識は M&A や株式投資、企業の課題
解決など、様々な戦略的判断を下す際
にも活用されています。 

■ 活動内容
活動内容は毎年異なりますが、今年度春
学期の活動の１つに輪読があります。輪
読では文章の内容をまとめて発表する報
告と、論点を探して議論を行う討論を行
います。報告では表現力、討論では考
察力を身につけることを目標としていま
す。また秋学期には発想力と論理的な文
章を書く能力を身につけるために、論文
を執筆します。その他にもゼミ生同士の
仲を深めるために、月一企画や年一企画
という交流イベントを企画しています。
加えて他大学との合同ゼミ合宿ではビジ

ネスゲームを行うため、ゼミ生以外とも
交流しながら学ぶ機会があります。

■ 新ゼミ生へ  
このゼミでは会計の知識を応用するだ
けではなく、企業価値評価という研究
テーマで様々な学問を融合して学びま
す。また毎年ゼミの目標を自分たちの
代で設定し、それに沿った活動内容を
決定するため、自由度が高いです。積
極的に行動できる主体性のある人、責
任感があり、継続して物事に取り組め
る人をお待ちしています！ぜひ私たち
のゼミで一緒に活動しましょう！

大鹿 智基企業価値評価研究

人数：3 年生 12 人、4 年生 6 人　執筆者：ゼミ生一同

先生

■ 研究テーマ
国際分野を中心とした財務会計の 
理論について体系的に学び、会計 
情報の作成者や利用者の視点から 
分析を行います。また、会計情報 
が市場に与える影響などを経済学 
や統計学の視点を織り交ぜ、実証 
的分析を試みます。

■ 活動内容
3 年次前半は財務会計の応用書を扱

い、個々のトピックについてプレ
ゼンや議論を行います。並行して
論文作成やプレゼンの技術を学び 
ます。後半にはより発展した議論 
を応用書を用いて行い、グループ 
での論文作成を行います。4 年では 
主に個人の卒業論文作成に取り組 
みます。また、夏合宿や、東京証 
券取引所日本銀行等の見学を行い 
ます。 

■ 新ゼミ生へ
本ゼミは創設 8 年目のゼミです。 
ゼミ生が主体となり、先生と協力 
して運営しているのが特徴です。
新しいゼミならではの自由で柔軟 
な活動ができます。ゼミで得られ 
たさまざまな知識と経験は卒業後 
も必ず大きな力になると思います。
財務会計学に興味がある人や、学 
問を学ぶ上で論理的に考えるのが 

好きな人、その力をつけたいと考 
えている人は、ぜひ私たちのゼミ 
で一緒に学びましょう。（なお、担
当教員が 2024 年度から特別研究期
間中のため、本年度は新規ゼミ生
の募集を行わない予定です）。

八重倉 孝 財務会計研究

人数：3 年生 0 人、4 年生 0 人　執筆者：八重倉 孝先生

先生

■ 研究テーマ
会計を中心としつつ、他分野（マーケティ
ング・経営戦略など）と融合させて学び
ます。

社会に出てから会計を学び直す人は多い
でしょう。「会計がわからなければ真の
経営者になれない」( 稲盛和夫 ) という
言葉が表すように、会計リテラシーはビ
ジネスに必要不可欠です。なぜなら、会
計がビジネス活動を表すストラクチャー
であり、ビジネスの共通言語であるため
です。ビジネスの共通言語である会計は、
社会に出てからの強い武器となるでしょ
う。なかには「会計は味気ない」と感じ
る人もいるかもしれません。そう感じる

のは、会計を単独でみているためかもし
れません。しかし実は、会計は他分野と
切っても切り離せないものです。それら
を一体として学べば、会計が面白くなり
ます。私達は、知識の丸暗記などではな
く、生きた会計と戦略思考を学びます。

■ 活動内容
● 3 年前期 : 輪読 ( 会計ファイナンス等
を扱う教科書を使用 )、5 分間プレゼン
● 3 年後期 : インゼミ ( 知識を実践 )、5
分間プレゼン

● 4 年 : 卒論執筆

■ 新ゼミ生へ  
●どのような方にお
すすめ？

・ 会計と他分野を融合させて学びたい方
・資格勉強などと両立したい方
・ ゼミを楽しみ、生涯の思い出を作りたい方
X： @yamauchi_zemi（右上 QR コード）
YouTube： https://m.youtube.com/
channel/UCdVH3flmJCQ9GPYT6ad2i3g
HP： http://yamauchizemi.wix. com/yamauchizemi

山内 暁財務報告の研究

人数：3 年生 20 人、4 年生 20 人　執筆者：ゼミ生一同（代表 野中 友弥）
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https://yamauchizemi.wixsite.com/yamauchizemi/
https://x.com/yamauchi_zemi
https://x.com/tomo_accounting
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■研究テーマ
ブランド戦略、製品市場戦略、市
場参入戦略など、幅広いマーケティ
ング戦略を深く掘り下げます。学
生主体で研究テーマを設定し、発
表することで、マーケティングの
本質を理解し、主体的に学びを深
めることができます。 

■活動内容
週 1 回の本ゼミと週 2 回のサブゼ
ミで、4 ～ 5 人のグループに分か

れて研究発表を行います。先生と
学生からのフィードバックを通じ
て、マーケティング知識を深め、
多角的な思考力を養います。サブ
ゼミでは、学生主体で活動内容を
決定し、議論を深めます。さらに、
ビジネスコンテストへの参加や企
業とのワークショップなど、実践
的な学びの機会も充実しています。 

■新ゼミ生へ
恩藏ゼミの魅力は、学生が主体的

に活動できる環境です。研究テー
マ設定や議論を通して、自主性と
協調性を養えます。また、体育会
や留学と両立しやすい環境も整っ
ています。35 年の歴史の中で培っ
てきた OB・OG とのネットワーク
も強みです。熱意と高い意識を持
ち、互いに刺激を与え合いながら
成長できる仲間を求めています。

先生恩藏 直人現代マーケティング研究

人数：3 年生 22 人、4 年生 23 人　執筆者：平山 翔大

■ 研究テーマ
実務に直結した学問である会計や監査を将

来活かしていくために、授業で学んだ基本

的な内容や考え方を踏まえ、どのように実

務で使われているのかを知り、どのように

使われるべきかを考え、議論していきます。 

■ 活動内容
会計や監査は国際的に標準化しているもの

の、実際のビジネスは―律ではありません。

そのため、会計処理や監査の業務には常に

判断がつきものであり、それをコミュニケー

ションしていくことが重要です。 本ゼミに

おいては、実際のビジネスや実務を踏まえ

た生きた議論を行い、どのように対応して

しくべきか考えていきます。具体的なイメー

ジを持つための企業等への訪問も積極的に

行っています。また、3・4 年合同での夏合

宿や年二回ほど企業訪問を行っています。

■ 新ゼミ生へ  
「会計」「監査」と聞くと機械的に当てはめ

るだけ、地味といったイメージがあるかも

しれません。でも、実際には、従うべき基

準を作るにも様々な背景があり、基準に従っ

て処理するのにも企業のビジネスをどうみ

ていくかで議論が分かれるものであり、実

務はとても奥深いものです。担当教員のこ

れまでの実務経験を通じて得た様々な会計

や監査の実務を学び、メンバーで議論でき

るこのゼミは、基礎を学んだものの、なぜ

そうなっているか、実務はどのように動い

ているか気になる方に適しています。皆さ

んの積極的なご参加を心からお待ちしてお

ります。

先生関根 愛子会計・監査実務研究

人数：3 年生 18 人、4 年生 25 人　執筆者：ゼミ生一同・教員

先生

■ 研究テーマ
河内山ゼミでは、財務会計を基礎に
しながら、企業をめぐる様々な問題
について分析していきます。情報化
が進むなか、会計が持つ独自の役割
は何か？ コーポレートガバナンス
の変容が会計行動や企業行動に及
ぼす影響は何か？増え続ける株主
への配当は適切なのか？経営者の
能力は会計データから定量化でき

るのか？ こうした幅広いテーマや
問いについて、会計学を軸とした

「総合格闘技」を行うのが特徴です。

■ 活動内容
春学期は、テキストを輪読しながら
基礎知識と日本・世界で「いま」起
きていることに対する理解を深めま
す。秋学期以降は、統計解析などの
分析ツールを学びながら、企業分析
やデータ解析を実践していきます。

モノの見方や興味関心が拡がるよう
なインプット、そして「研究」とい
う知的成果のアウトプットにつなげ
ていくことを意識しています。

■ 新ゼミ生へ
河内山ゼミのモットーは、「楽しく
知的生産」。勉強は自分のためだけ
に行いがちですが、得た知識を融
合して「何か」を創り出し、世界
に広く貢献していくことも大事で

す。新しい発見や見方を創り出す
ことに喜びを感じ、クリエイティ
ブかつ能動的に活動したい人をお
待ちしています。なお、河内山ゼ
ミは新しいゼミですが、前職・一
橋大学でのゼミ出身者は、証券、
コンサル、銀行、メーカー、監査
法 人、 広 告 代 理 店、 証 券 取 引 所、
大学院進学など幅広い業界へと巣
立っていっています。

河内山 拓磨会計・ファイナンス・コーポレートガバナンス

人数：3 年生 2 人、4 年生 0 人 　執筆者：河内山 拓磨先生

先生

■ 研究テーマ
経営組織や経営戦略のデザインに
管理会計システムが果たす役割を
学びます。組織目的達成のために
は、①誰が意思決定を行い、②い
かに業績（成果）を測定し、③い
かに褒賞するか、という「組織設計」
を作り込む必要があります。管理
会計システムは土台として、その
成否に大きな影響を及ぼします。
若林ゼミでの学びを通じて、会計

は無味乾燥な数字の羅列ではなく、
その中心には常に人間がいること
を実感してくれると嬉しいです。

■ 活動内容
3 年生春学期は基本的な専門知識
を習得します。秋学期にはグルー
プごとに研究テーマを決め、企業
訪問をしたり、他大学と合同で研
究発表をする「インゼミ」を行い
ます。4 年生は卒業論文を執筆し
ます。論文のテーマは個人の関心

に応じて自由に設定できます。

■ 新ゼミ生へ
「会計＝難しい」と思っていません

か？ 若林ゼミでは具体例を交えた
多角的な学びで、会計を楽しく理
解できます。熱心でユーモアがあ
り、生徒の主体性を尊重してくれ
る先生の下で、共に良いゼミを作
りましょう！ 2 期生の皆さんのご
参加お待ちしております！

若林 利明組織のデザインと管理会計研究

人数：3 年生 20 人、4 年生 1 人 　執筆者：大谷 郁心、佐藤 永治
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● ● ● ● ● ● ●  専 門 ゼ ミ 紹 介

先生

■ 研究テーマ
マーケティング・コミュニケー 
ションを中心に、様々なマーケ
ティングの課題に取り組んでい
きます。消費者としての直感や
経験を大切に、関連分野の学術
的な理論やフレームワークから
消費者の反応を正確に把握し、
自分たちなりの実務的示唆を導
くことがゼミの目的です。

■ 活動内容
3 年次の活動では、実務家の方
から課題をいただいて取り組む
グループワーク、他大学との研
究発表会、学会でのポスター発
表、学外の学生論文コンクール
への投稿などを行う予定です。
また、 合宿などのイベントも実
施していきます。

■ 新ゼミ生へ  
石井ゼミは、2024 年から開設
されたゼミです。活動内容やイ
ベントなどについては、 皆さん
の要望なども踏まえながら活
動内容を決められればと思いま
す。積極的かつ真面目に取り組
んでくださる方の応募をお待ち
しております。

石井 裕明マーケティング・コミュニケーション研究

人数：3 年生 22 人、4 年生 21 人　執筆者：小林 治比古

先生先生

■研究テーマ
広告だけでなく、広くマーケ
ティング、消費者行動、社会に
ついて考えていきます。

■活動内容
本ゼミでは考え方の基礎を学
び、サブゼミで実践する方法で
す。サブゼミにはさまざまな組
織が課題を提供してくれまし
た。山形県、唐津市のような自

治体からの課題、岡本、木村石
鹸、キヤノン、キリンビール、
キリンビバレッジ、クボタ、サッ
ポロビール、サントリー、サン
シャイン水族館、西武鉄道、仙
台 89ers、電通、東映、日清食品、
日本航空、文化シヤッター、本
田技研工業、村田製作所、ロッ
テ（五十音順）といった多くの
企業から生きた課題をいただき

ました。ゼミ生は、半年から１
年近く一つの課題に取り組むこ
とで、多くを学ぶことができま
した。協力してくれた組織、企
業には心から感謝しています。

嶋村 和恵現代広告研究

人数：3 年生 0 人、4 年生 21 人　執筆者：嶋村 和恵先生

先生

■ 研究テーマ
消費者の意思決定・行動に関す
る要因を、心理学の視点から分
析します。それを基に消費者と
商品・サービスを効果的に繋ぐ
手法を研究します。 

■ 活動内容
週に一回の本ゼミと二回のサブ
ゼミがあります。通年研究では、
消費者心理に関したテーマでグ

ループ研究を行います。また、
大きなイベントは合同ゼミと企
業コラボの二つです。合同ゼミ
では、通年研究の内容を他大学
と発表し合い、企業コラボでは
研究活動で得た知見を基に、商
品開発等の実践的なマーケティ
ング活動を行います。

■ 新ゼミ生へ  
須永ゼミの魅力は主体性です。

言われたことを行うのではなく、
ゼミ生が主体的に「何をしたい
か、すべきか」を探求し、熱心
にゼミ活動に取り組むため、ゼ
ミ生によるゼミ運営が行われま
す。 須永ゼミのゼミ生は皆、仲
が良いだけではなく、向上心を
持った学生の集まりです。活動
内容等に興味がある方は是非、
申し込んでみてください！

須永 努消費者心理学研究

人数：3 年生 20 人、4 年生 17 人　執筆者：亀井 佳音

先生

■ 研究テーマ
マーケティング・サイエンスとは、マーケティ
ングにおける諸問題に対しデータ分析などの
科学的手法を適用することで、マーケティン
グ上の意思決定の質を向上させる方法論を研
究する学問分野です。デジタル化が進み多く
のデータが集まる現代において、科学的な視
点を踏まえてマーケティングを行うことの重
要性はますます高まっています。 

■ 活動内容
毎週行われる本ゼミ・サブゼミに加え、春学

 

し、ゼミ生は日々全力でゼミ活動に向き合っ
ています。ゼミ生ひとりひとりが主体性を持
ち、絶対に目標を成し遂げるという強い気持
ちを持って活動しています。このような仲間
と共通の目標に向かって活動できる熱量の高
い環境は、守口ゼミでしか味わえない貴重な
ものだと考えています。下記の Web サイト・
SNS では、活動の詳細からゼミの様子まで
様々な情報を発信しています。 
 HP ➡ https://moriguchihp.wixsite.com/moriguchi-seminar 
Instagram ➡ moriguchi_zemi 

守口 剛マーケティング・サイエンス研究

人数：3 年生 19 人、4 年生 21 人　執筆者：中山 心吾
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期は他大学と合同で行う「インターカレッジ
ゼミ」、秋学期は「関東学生マーケティング大
会」への参加が主な活動です。これらの活動
を通して、マーケティングに関する知識はも
ちろん、プレゼン能力やロジカルシンキング、
統計的データ解析といった将来にも繋がるビ
ジネス・スキルを身につけることが出来ます。

■ゼミの特徴
守口ゼミの大きな特徴として「熱量の高さ」
が挙げられます。特に最大の活動である「関
東学生マーケティング大会」での優勝を目指

https://moriguchihp.wixsite.com/moriguchi-seminar
https://www.instagram.com/moriguchi_zemi/
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先生

■ 研究テーマ
ファイナンスと機械学習です。
主に金融関連の数値データと機
械学習の手法を用いて予測や分
類を行います。健康診断でコレ
ステロール値が高いと運動量を
増やすようアドバイスされるこ
とが多いのですが、データ上は
運動量が多い人はコレステロー
ル値も高いという傾向がありま

す。このようなパラドックスを
解決する手段も学びます。 

■ 活動概要
使うプログラム言語は Python
です。基本を習得した後、ある
日の株価の騰落を前日までの
データから予測するモデルを推
定するなど、具体的な応用例を
学びます。また、他大学とディ
ベート交流試合も行います。 

■ 新ゼミ生へ   
時間を守り自分の守備範囲はき
ちんとこなすなど、チーム活動
ができることが前提です。各人
がゼミでやりたいことを互いに
調整し、ゼミとしてまとまった
活動ができれば、有益な 2 年間
になると思います。

谷川 寧彦コーポレート・ファイナンス

人数：3 年生 14 人、4 年生 8 人　執筆者：谷川 寧彦先生

先生

■ 研究テーマ
行動経済学の視点から金融を学
ぶゼミです。心理学と経済学を
組み合わせた行動経済学のテー 
マである「なぜ人間は非合理な
行動をするのか」を切り口に、
金融分野の研究を行います。 

■ 活動内容
3 年生では行動経済学の教科書の 
輪読を行いつつ、グループに分

かれて商学部懸賞論文に向けて
準備を進めていきます。研究を
進めるなかで、ビブリオバトル
やゼミ合宿、他大学との合同ゼ
ミを行い、多くの発表機会を設
けています。またグループ活動
が中心なので、ゼミ生と切磋琢
磨しながら学ぶことが出来ます。  

■ 新ゼミ生へ  
尾崎ゼミではメリハリを大事に

活動しており、学んだことをアウ
トプットする機会が多くありま
す。金融をメインとしたゼミでは
ありますが、ゼミ生が興味ある分
野を行動経済学の観点から学ぶ
ことが出来ます。学生の主体性を
重視し、学生が新しい取り組みを
提案することも可能です。学生生
活最後の 2 年間を尾﨑ゼミで有
意義なものにしましょう！

尾﨑 祐介フィナンシャル・エコノミクス

人数：3 年生 0 人、4 年生 12 人　執筆者：江﨑 美紗希

先生

■ 研究テーマ
ファイナンスや株式投資につい
て研究しています。ポートフォ
リオ理論の基礎的な勉強から始
め、プログラミングを用いた
ポートフォリオ構築や、データ
分析を通じた投資テーマの選定
について学びます。

■ 活動内容
ファイナンスやデータ分析の教

科書を輪読しながら、教科書で
学んだ理論をデータ分析に応用
してもらいます。データ分析に
ついては、そのためのプログラ
ミング演習も取り入れます。並
行して、ストックリーグという
株式投資コンテストに参加し、
数人のグループを作って、自分
たちで選んだテーマに沿って投
資先を選んでもらいます。コン

テストへの参加は、4 年生は必
修、3 年生は任意参加の予定で
す。

■ 新ゼミ生へ 
投資経験のある方や金融機関へ
の就職を考えている方はもちろ
ん、金融に少しでも興味のある
人たちが、幅広く楽しめるゼミ
にしたいと思っています。

片桐 満フィナンシャル・インベストメント

人数：3 年生 15 人、4 年生 0 人　執筆者：片桐 満先生

先生

■ 研究テーマ
世界中の企業の経営について学び
ます。企業の目的、行動、戦略、ファ
イナンス、ガバナンス、パフォー
マ ン ス（ 収 益 性、 成 長 性、ESG）
等を国ごとに比較し、各国の企業
の共通点と相違点とを考察します。
そして、そうした国ごとの企業の
特徴が、その国の経済、法律、文化、
宗教などから生じているかどうか
も検討します。 

■ 活動内容
ゼミでは、世界の企業、経済、法
律、文化、宗教等の知識を身につけ、
分析力・考察力を高めるとともに、
英語と日本語のどちらでもプレゼ
ンテーション、ディスカッション、
ライティングができるようにしま
す。また、今や広田ゼミの伝統と
なった慶應義塾大学や一橋大学と
のインターゼミ（日本語で実施）、
中国・香港・台湾・韓国・シンガポー

ルなどの海外の大学の学生との共
同学習（英語で実施）も行います。

■ 新ゼミ生へ  
ゼミでの学習に情熱を持って取り
組み、君たちの資質とポテンシャ
ルを著しく伸ばし、10 年後に日本
で、あるいは世界で、グローバル
な社会に貢献する人になることを
願っています。

広田 真一The World's Corporations in a Globalized Society

人数：3 年生 12 人、4 年生 10 人　執筆者：広田 真一先生台湾の大学でのプレゼンテーション
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先生

■ 研究テーマ
保険を題材にしていますが、ゼミで扱う
テーマはとても広いです。保険は社会の
様々な領域に関わっているためです。特に、
外国の保険制度やグローバルな保険に関心
を持っています。研究テーマはゼミ生が議
論して決めます。昨年度は、東南アジアの
自然災害・DX 化・日本の農業問題に対す
る新保険の構築に取り組みました。

■ 活動内容
昨年は例年同様、年間を通して開催

される「保険アイデアコンペ」に向
けて、新保険制度の発案に取り組み
ました。（2025 年度も無事優勝し、
韓国本戦の日本代表枠を勝ち取りま
した！） 秋には「東京学生保険ゼミ
ナール」の参加に加えて、日本代表
として参加した韓国での「保険アイ
デアコンペ」にて英語で新保険制度
を提案し、特別賞もいただきました。
このように活動内容は国内外幅広い
ものとなっています！

■ 新ゼミ生へ 
本ゼミは多様な分野に強みをもつ学
生によって主体的に運営を行う点に
特徴があります。 そのため、自ら主
体的に活動することが大切です。ま
た、多様な学生が在籍しているから
こそ、何かに挑戦しようとするゼミ
生を全力で応援する環境が揃ってい
ます。 進路も様々で、就職に限らず、
長期留学する者や国内外の大学院に
進学する者など多岐にわたります。

中出 哲Study of Insurance from a Global Perspective

人数：3 年生 12 人、4 年生 9 人　執筆者：中島 咲良

先生

■ 研究テーマ
保険会社の戦略や保険事業の特性などから題
材を取り上げて研究します。ゼミ生がテーマ
を考え、投票で自身が研究を行うグループを
決定します。半期ごとにテーマは変わります
が、通年で同じテーマを研究することも可
能です。研究テーマに応じて数理的な考察を
行いますが、数学の知識は特に必要ありませ
ん！（ゼミ長の基礎数学の評価は C でした！）

■ 活動内容
今年度は「自動運転の普及による自動車保

険のあり方」「保険新商品の開発」などのテー
マで研究を行っています。１チーム 5 人ほ
どに分かれて発表準備を行い、グループディ
スカッションを通してテーマについての理
解を深めます。また、今年度はそれらの研
究テーマを基にし、他大学との合同発表会
やアイデアコンペなどにも参加予定です。

■ 新ゼミ生へ 
本ゼミは開講して 4 年目の新しいゼミで
す。先生は優しくなんでも相談に乗って
くださいますし、保険会社での豊富な勤

務経験から、発表について沢山の助言を
いただけます。ゼミ生も皆個性豊かで、
先輩後輩別け隔てなく温かい雰囲気で活
動しています。保険に関して、経営学や
マーケティング、時事問題など様々な観
点から学ぶことができる点も大きな魅力
です。保険を取り扱うゼミは他の大学を
見てもそれほど多くなく、他では得るこ
とのできない貴重な経験や知識を身につ
けることができます。少しでも気になっ
た人はぜひ説明会に来てみてください !!

星野 明雄保険経営と数理

人数：3 年生 8 人、4 年生 6 人　執筆者：妹尾 舜太朗

先生

私たちのゼミは、毎週 1 人がプ
レゼンテーションを担当し、討
論を行う形式です。急変する国
際情勢と経済状況の中で企業が
散在しているリスクを予想し、
管理することはさらに重要に
なっています。そのような時代
に企業はどんなリスクを考え、
どのようなリスク管理方法を行
うことが望ましいか、その手段

について学びを進めています。

■ 新ゼミ生へ
こんにちは。私たち李ゼミは、
商学部で１番ユニークなゼミで
す。オープンな環境で、手を挙
げればやりたいことを実現でき
ます。ゼミ生同士はもちろん、
先生との仲も良く、授業内外で
様々なイベントを開催していま
す。昨年度は、韓国のソウルで

ゼミ合宿を行いました。楽しみ
ながらもゼミ活動に取り組める
方、ぜひお待ちしております。

李 洪茂リスクマネジメント研究

人数：3 年生 0 人、4 年生 23 人　執筆者：大西 玲奈

先生

■ 研究テーマ
このゼミは、「保険・リスクマネジ
メント」トラックに新たに設置する
専門演習であり、保険制度等を法的
な観点から研究することを目的と
する。すなわち、保険制度が、保険
契約者と保険者間の保険契約を前
提として利用されるものであり、契
約当事者間の関係のみならず、保険
者と損害保険の被保険者・生命保険

の保険金受取人との関係等も、法律
上の権利義務の問題として捉える
必要があるため、当該トラックで保
険制度を学習するに当たり、保険契
約法の観点からするアプローチは
不可欠である。そこで、本ゼミでは、
保険契約締結における保険契約者
等の告知義務や保険者（および代理
店）の説明義務、保険金の支払・保
険者の免責、保険金不正請求に対す

る法的規律等につき、裁判例をケー
ススタディの素材として用いて、保
険制度を法的に検討する。 

■ 活動内容
本ゼミは、上記のテーマにつき、
予め割り当てられた裁判例を素材
としてゼミ生にプレゼンテーショ
ンを行ってもらい、その後、ディ
スカッションを行うことを基本的
な活動内容とした上で、業界関係

者をゲストスピーカーとして招く
こと等を予定している。 

■ 新ゼミ生へ
本ゼミは、従来「会社法研究」と
いう名称のゼミを経営トラックで
開設していた担当者が、保険トラッ
クに移ったことに伴い新設するも
のであるが、保険制度を法的にも
学んでみたい場合は、奮って応募
して欲しい。 

中村 信男保険法研究

人数：3 年生 2 人、4 年生 8 人　執筆者：中村 信男先生
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先生

■ 研究テーマ
当ゼミのテーマの中心はマクロ経済学の理論で
す。マクロ経済学は時代とともに変化してき
ており、一本の木のように発展してきました。
私たちは J.M. ケインズの理論を出発点として、
それが多様な理論に発展する様子を学習し、そ
れぞれの持つ考え方の相違点や背景について研
究しています。中にはノーベル賞ものの理論も
あり、それを理解することもできるのです。理
論というと堅苦しく聞こえるかも知れません
が、それは世界が動く仕組みを根本から理解し

ようとする幾多の努力の結晶です。そうしたこ
とを実感し、ものの見方を身につけることは、
一時の流行に惑わされずにものごとの本質を見
極める力になるでしょう。

■ 活動内容
普段の活動では、教授お手製のテキストや
論文の輪読、マクロ経済のシミュレーショ
ン分析の実習や自由なテーマによるプレゼ
ンテーションを行ないます。その他、合宿
や企業見学などのイベントも行っていま
す。合宿では、四年生のリードのもと、班

ごとに行ってきた研究の発表を行います。

■ 新ゼミ生へ
片岡先生は朗らかで親しみやすく、また非常に学
生思いで、一人ひとりにしっかりと目をかけてく
ださいます。一方、学生の自主性を重んじ、新た
なチャレンジを歓迎されています。私たちは、型
にはまらず、ゼミ生がそれぞれの個性を発揮して
活動することを目指しています。ゼミでの活動は
一生の財産になると思います。数学に不安な人、
慣れるから大丈夫！ぜひぜひ、積極的なご参加お
待ちしてます！ X：@kataokatko_zemi

片岡 孝夫マクロ経済理論

人数：3 年生 15 人、4 年生 15 人　執筆者：冨樫 零

先生

当ゼミでは、主に発展途上国の経
済分析を中心とする開発経済学を
学びます。担当教員が取り組んで
いる太平洋諸島海域（特に、ミク
ロネシア）に関する研究に加えて、
各ゼミ生が関心のある世界中の途
上国について研究することができ
ます。３年生のゼミは、商学部卒
業生として標準的な素養や技術、
さらに、4 年生の卒業研究に必要な

知識を身に着けることを目的とし
た授業が展開されます。具体的に
は、ミクロ経済学の基礎の習熟（開
発経済学の教科書の輪読）、実用的
な英語（英字新聞の講読や英語に
よる課題発表）、統計分析（自分の
担当国に関するデータ分析）、時事
的な背景知識などに関する授業な
どが挙げられます。また、年に数回、
外部の研究機関や施設にてフィー

ルドワークを行うこともあり、生
きた知識を身に着ける事ができま
す。当ゼミ最大の特徴は、ゼミ活
動がほぼ全てゼミ生の主体性に委
ねられている点にあります。合宿
や OBOG 会の開催から、授業の運
営方針まで、ゼミ生が主体的に意
見を出すことができる自由闊達な
ゼミです。学生生活において卒論
など何か一生懸命頑張った成果を

残したい方や、決められた受け身
のゼミ活動だけでなく、自分達で
ゼミ活動を運営していきたい方の
参加をお待ちしております。ちな
みに、来年度は担当者の在外研究
により、ゼミは開講されない可能
性があります。

高瀬 浩一開発経済学研究

人数：3 年生 5 人、4 年生 9 人　執筆者：高瀬 浩一先生

■ 研究テーマ
本ゼミは「貿易」を、とにかく具体的に、
客観的に、ありのままに 観察し、そこから
物事を考えてみようというゼミです。必然
的に、オペレーション・レベルの現場を大
切にしてゆく姿勢をとりますが（「板子一枚
下は地獄」を感得する当事者意識を養いた
い）、より上層レベルの事象も重視しながら

（国際関係に絡んだ高次元の諸問題にも関心
を持ってもらいたい）、「貿易」を考えてゆ
きます。要は、「貿易」を様々な角度から研

究し大学 4 年間の集大成である卒業論文に
活かす。これが田口ゼミの研究テーマです。

■ 活動内容
ひたすら地味な内容です。安価でどこでも読
める文庫や新書を中心に、できる限り多くの、
幅広い内容の本－傾向としては歴史を重視し
たものが多い－を読み、考え、議論し、また
考える。そして、それを卒業論文に活かし、
仕上げてゆく。これらのごくごく普通のごく
ごくありふれた一連のプロセスです。大きな 
ジャンプをするには大きく屈まなければなり

ません。「将来のために一度大きく屈んでみる
か」と心を決めた学生に、とくに、いつでも
容易に他者と繋がる今だからこそ、孤独になっ
て物事を見つめ書庫に潜りこんで考えてみた
いという学生に（ほんの少しでもそこに価値
を見い出せる学生に）、来てもらいたいと思っ
ています。ゼミは 3・4 年合同で行います。今
年も例年通り多くの本を読む予定を組んでい
ます。参考までにゼミ 3 年生が本年度中に読
むのは、『ザ・フェデラリスト』、『アメリカ外
交 50 年』、『民間防衛』等を含め合計 30 冊（他

に英語論文も数本）ほどに上ります。少しき
ついかもしれませんが本学の学生はそれをこ
なす能力を十二分に持っているので、積極的
にトライをしてもらいたいと思っています。

■ 新ゼミ生へ  
3・4 年合同の合宿を計画しています。本当の
面白みというのは真剣さがあってこそ生まれ
ます。 尖った真剣味を求めている学生は、是非、
田口ゼミの門を叩いてみてください。皆さん
よりほんの少し成熟した在ゼミ生が、あたた
かく－ときに厳しく－迎えてくれるでしょう。

田口 尚志貿易商務研究

人数：3 年生 12 人、4 年生 8 人　執筆者：田口 尚志先生

先生

先生

■ 研究テーマ
国際貿易は国内企業に海外市場への進
出機会を提供します。また、企業は国
際貿易を通じて生産規模の拡大、コス
ト削減を実現し、規模の経済性を達成
します。現在、国際貿易リスクは新た
な貿易リスクで多様化しています。し
たがって、変化する国際貿易リスクを
分析し、対応策を適用することは、持
続可能な国の経済、企業のビジネスの
ために、欠かせない永遠のテーマです。

■ 活動内容
任ゼミでは、リスクマネジメントの
理論を基に、国際貿易で発生可能な
様々なリスクを把握し、実際の事例
を通じて分析することに重点を置き
ます。3 年生の春学期は国際貿易に
関する英語文書の読解と発表の練習
を通じて国際貿易リスクを把握しま
す。3 年生の秋学期は、国際貿易リ
スクとリスクマネジメントに関する
ケーススタディと学術論文を読解す

る練習をします。その後は論文の
テーマを自分で設定し、本格的に研
究活動を開始していきます。

■ 新ゼミ生へ  
国際貿易とリスクマネジメントに興
味があり、熱意をもってゼミに取り
組める学生は誰でも歓迎します。研
究発表や、論文作成を２年間、英
語で行う練習を通じて、皆さんがグ
ローバルで活躍できる人に成長する
ことを期待しています。

任 素英Study of International Trade Risk Management

人数：3 年生 10 人、4 年生 0 人　執筆者：任 素英先生
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先生

■ 研究テーマ
人や企業の行動、社会現象を説明するた
めに社会科学には様々な理論がありま
す。それらの理論の妥当性を検証するた
めに、「理論の与える仮説が現実のデー
タとマッチしているかどうか」、また「現
実のデータを理論がどの程度説明できる
か」を統計的にチェックする方法があり
ます。計量経済学はそのためのツールで
す。理論の検証以外にも計量経済学は用
いられます。例えば、政府が行った政策

の定量的評価や、「ある製品の価格や属
性が変化したときに、その製品や他の製
品のマーケットシェアはどのように変化
するか」などの予測にも用いることがで
きます。このゼミは、（1）計量経済学の
手法の理解、そして（2）計量的手法を
用いて現実のデータを分析する能力を身
につけること、を目的とします。

■ 活動内容
計量経済学の学習は、「理論」の学習
と「応用」（すなわち計量の理論をどの

ように現実のデータに用いるのか）の
学習の二本立てになります。「理論」に
ついては教員による講義がメインです。

「応用」については、計量ソフトを用い
て現実のデータを分析することで、計
量的手法を実際に使えるようになるこ
とを目指します。3 年次の後期は 2 つ
のチームをつくり、それぞれのチーム
で論文を作成し、学部の懸賞論文に応
募することを目標とします。この過程
で学術論文の書き方を学習します。4

年次は自分でトピックを選び卒業論文
を作成してもらうことになります。

■ 新ゼミ生へ  
履修に際しては（1）必修科目「基礎数
学」程度の数学の知識、（2）選択科目「基
礎統計学」程度の確率・統計学の知識、

（3）初級レベルのミクロ経済学の知識、
そして（4）Excel と Word が使える程
度のコンピュータのスキル、が前提と
なります。この中でも確率・統計の知
識は特に重要になります。

片山 東 計量経済学とその応用

人数：3 年生 6 人、4 年生 3 人　執筆者：片山 東先生

先生

■ 研究テーマ
本ゼミでは、企業を取り巻く様々な
問題を多角的にデータ分析していま
す。具体的には「社外取締役の人数
の引き上げが企業にとってどのよう
にプラスか」「企業の不祥事は株価
にどう影響するのか」など企業活動
を理解する上で不可欠な問題を取り
扱っています。経済トラックであり
ながら扱う領域は多岐に渡り、行動
経済学やマーケティング、経営戦略、

国際経営なども同時に用います。

■ 活動内容
記事や論文をグループごとに分析し
プレゼン発表を行います。発表の
際に先生から的確なアドバイスを頂
けるので、リサーチ力に加えて論理
的かつ簡潔に話す力が身に付きま
す。サブゼミではゼミ生が中心とな
りデータ分析に必要な統計学を主に
学びます。また一昨年は関東マーケ
ティング大会への準備を進めるな

ど、自主的に自由な活動もできます。
秋には台湾研修を予定しています。

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミでは経済学をはじめとした幅
広い知識を身に付けることができま
す。グループ活動や国内外でのゼミ
合宿もあるためゼミ生同士の仲が深
まること間違いなしです！
X：https://twitter.com/kubozemi2024
Instagram：https://www.
instagram.com/kubozemi.2024

 久保 克行企業の経済学

人数：3 年生 17 人、4 年生 13 人　執筆者： 久保 克行先生

先生

■ 研究テーマ
当ゼミでは、数理解析の手法を学
び、数理モデルによって経済、経営、 
国際関係などの社会現象の分析を
行うことを研究テーマとしていま
す。数理解析の手法は非常に多様か
つ複雑です。応用確率過程、数理
最適化、オペレーションズ・リサー
チなどの中から、ゼミ生の興味の
ある分野などを中心に学びます。

■ 活動内容
3 年次は、理系数学の基礎的な教科
書や、応用確率過程、数理最適化、
オペレーションズ・リサーチの教
科書を用いて基礎的学力を養いま
す。教科書で担当箇所を指定して
発表させるというスタイルではな
く、全員が発表できることを前提
にしてゼミを行います。4 年次はそ
の応用的な学習及び、各自が興味

を持つテーマについてゼミ論を作
成します。また、数理モデルの理
論、応用分野に関する研究会や国
際動向に関係している外部団体の
イベントへの参加を奨励していま
す。国際社会状況について知識を
持って状況を分析することが重要
だと考えているためです。

■ 新ゼミ生へ
本ゼミではゼミ生のレベルを見な

がら理解を深めていけるように心
がけて運営しています。限られた
ゼミの時間の中で、より深い学び
を得られるよう、ゼミ生各々の努
力に期待します。このゼミで「数
理能力×グローバル能力」を身に
つけ、人工知能にとって代わられ
ない人材を目指しませんか？

毛利 裕昭数理計量分析研究

人数：3 年生 4 人、4 年生 3 人　執筆者：中村 愛理

先生

■ 研究テーマ
本ゼミでは、統計を「特技」と
して活用する力を身につけるこ
とを目標に、基本的な統計理論
とコンピュータ操作を学んでい
きます。ゼミ生全員が、統計的
な考え方とデータ分析力をバラ
ンスよく高めることを目指して
います。

■ 活動内容
3 年次には、統計学の基礎知識
を身につけるとともに、Excel 
などを用いた演習で実践的なス
キルを習得します。また、統計
検定 2 級の合格を目標に、問題
演習にも取り組みます。4 年次
には、計量経済学の分野を学習
し、卒業論文にも取り組んでい
きます。

■ 新ゼミ生へ
本ゼミでは、基礎から応用まで
幅広く学ぶことができます。坂
野先生は授業での小さな疑問も
わかりやすく説明してくださる
ので、安心して勉強できます。
データに基づく思考力を身に付
けたい人にとって、貴重な最初
の一歩を踏み出せる場となるで
しょう！

坂野 慎哉コンピュータによる統計分析とその応用

人数：3 年生 3 人、4 年生 5 人　執筆者：工藤 梨暖
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先生先生

■ 研究テーマ
統計的手法で企業分析を行います。
具体的には、戦後の日本企業のシ
ステムの変遷や今後の課題を、経
営や経済、金融などの面から分析
します。「企業」「金融機関」「政府」
それぞれの組織行動に着眼点を置
きます。経済学をはじめ、経営学、
統計学、会計学を含めた総合的な
学習ができます。多岐に及ぶ分野

を学習するため、将来社会に出て
役に立つ知識が身につきます。

■ 活動内容
本ゼミでは、毎回発表班と質問班
に分かれて、与えられた課題につ
いて議論を交わします。基本的に
ゼミ生主体の活動となり、先生に
は内容のまとめ、補足などゼミ生
のフォローをしていただいていま
す。 サ ブ ゼ ミ で は、Excel を 用 い

て統計学を基礎から学び、分析の
手法を身につけます。また、30 年
を超える歴史を持つ宮島ゼミでは、
OBOG の方々の人数が多く、交流
が深いです。

■ 新ゼミ生へ   
当ゼミのモットーは「スポーツの
ように勉強する」です。基礎的な
ことを突き詰めて自身の研究を深
めていくことは、とてもやりがい

があります。アットホームかつ緊
張感のある活動の中で、そのやり
がいを感じたい人、企業研究に取
り組みたい人、世の中の流れを広
く知りたい人など、意欲のある皆
さんの参加をお待ちしています。
X： https://twitter.com/
miyajimaseminar
Instagram： https://www.
instagram.com/miyajimaseminar/

宮島 英昭日本企業システムの経済分析

人数：3 年生 17 人、4 年生 21 人　執筆者：中田 昂宏、藤田 さくら

先生

■ 研究テーマ
産業組織論は、企業を経済主体と
して扱い、市場・産業における企
業の相互依存関係や消費者行動を
分析する応用ミクロ経済学の一分
野 で す。 日 頃 接 し て い る 小 売 企
業の戦略はどのように分析できる
のか、またそうした戦略は消費者
にどのような影響を及ぼすのかと
いった問いについて、経済学的な

視点を中心に考えます。また、ゼ
ミではデータ分析の手法も学習し
ます。実際にデータをみて自ら分
析することで、多くの発見を得る
ことができます。 

■ 活動内容
3 年次には文献の購読とゼミ生によ
る報告を行い、産業組織論の基礎
的な理論やトピックを学習します。
代表的な教科書や論文を輪読し、

データ分析の学習や演習をふまえ
たグループワークを行います。4 年
次には個人研究の発表と卒論の作
成を行います。自ら問いをたてデー
タを収集し、統計学的手法を用い
て分析・考察していただきます。  

■ 新ゼミ生へ  
グループワークや卒論研究では、
必ずしも産業組織論の枠にとらわ
れる必要はなく、自身が重要だと

思う問題を深く考察してほしいと
考えています。関心はあるけれど
一見どう扱ってよいのかわからな
いテーマをどのように分析可能と
するかはゼミ生次第です。そのよ
うな問いにこそ、重要な問題提起
がかくれている可能性があります。
一緒に活気あるゼミを創っていき
ましょう。

加納 和子産業組織論研究

人数：3 年生 9 人、4 年生 12 人　執筆者：加納 和子先生

先生

このゼミでは、数理経済学に関
する研究を行います。主に意思
決定理論とゲーム理論の研究を
行います。意思決定理論は個人
や集団の意思決定について研究
する学問です。ゼミでは特に経
済学の様々な文脈における合理
的意思決定についての研究と、
そうした研究をゲーム理論等の
関連分野に応用する研究を行っ

ています。ゼミの目標は、卒業
論文としてある程度独自性のあ
る研究をまとめることです。3 
年次は数学書の輪読を行い、必
要な数学の知識を身につけま
す。数学は第二外国語としてコ
スパが良く、一年間の勉強で多
くの学術書や論文が読めるよう
になります。4 年次は卒業論文
のテーマを決め、関連書籍を読

みながら研究を進め、成果をま
とめます。ゼミ生には研究活動
を最優先し、主体的に取り組む
ことを期待します。並行履修科
目として「ゲーム理論と戦略」
を設定しています。

原 和弘数理経済学研究

人数：3 年生 0 人、4 年生 1 人　執筆者：原 和弘先生

先生

■ 研究テーマ
The primary aim of this seminar is 
to facilitate students in enhancing 
their decision-making proficiencies. 
Empirical investigations endeavor to 
infer a causal conclusion regarding 
the research inquiry by utilizing data 
obtained through observations or 
experiments.  

■ 活動内容
This seminar mainly concentrates 

on quantitative analysis,  thus 
enabling students to acquire a 
comprehensive understanding of 
econometrics and to adeptly utilize 
statistical software like Stata to 
deduce legitimate causal inferences. 
Once they have established a solid 
foundation in empirical research, 
students will be expected to present 
their own research proposals, which 
could pertain to any field, such as 

the healthcare system, education 
system, or financial laws. 

■ 新ゼミ生へ  
Upon successfully completing 
the seminar, students should be 
able to scrutinize the impact of 
policies using an evidence-based 
methodology,  a fundamental 
skill that would be exceptionally 
advantageous for their future 
careers or graduate studies.

富 蓉Empirical Study of Policy Evaluation

人数：3 年生 0 人、4 年生 1 人　執筆者：Rong Fu 先生
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● ● ● ● ● ● ●  専 門 ゼ ミ 紹 介

先生

人数：3 年生 16 人、4 年生 11 人　執筆者：河合 紗良

■ 研究テーマ
This seminar explores the history 
of economy and business from 
a global perspective. Students 
work with archival materials from 
international institutions and 
global companies, learning how to 
ask meaningful historical questions 
and analyze complex records. The 
goal is to build a broad, analytical 
understanding of how economic 

activities have shaped — and 
been shaped by — global society 
over time.

■ 活動内容
Students build critical thinking 
and communication skills through 
reading primary sources and 
analyzing historical data. Also a 
part of the GMP, we enjoy many 
opportunities to interact with 
future global leaders from diverse 

backgrounds.

■ 新ゼミ生へ
If you are curious about how the 
past connects to today’s world, 
we welcomes you! No specialized 
knowledge is  required.  Let ’s 
discover history together!

矢後 和彦Economic and Business History: Global Perspectives

先生

■ 研究テーマ
人類の活動を根底から支える、化
石燃料や再生可能エネルギーのよ
うなエネルギー源に関して、幅広
い観点から研究するゼミです。活
動の中では、エネルギーと強い相
関がある世界情勢や国際経済の動
向について学ぶこともできます。

■ 活動内容
3 年前期では、資源エネルギー庁の

『エネルギー白書』をはじめとした

様々な資料や文献を用いて、国内外
のエネルギー動向に関して前提知識
を得ます。その後、夏休みの合宿や
後期ゼミではグループワークを行
い、発展的な議論、発表を行うこと
を目標に活動します。また、発表内
では逐次教授から内容の補足やアド
バイスがいただけるため、理解をさ
らに深めることが可能です。

■ 新ゼミ生へ  
日本は、極めて低いエネルギー自給

率の上に成り立っています。今後、
こうした構造を変革していくのは
まさに私たちの世代です。また、近
年、SDGs など環境意識の高まりか
ら、エネルギー分野は注目を集めて
います。このゼミに参加すること
で、前述したような社会課題に対す
る理解を深め、自分自身の考えをも
つ一助になると考えます。皆さんも
ぜひ、エネルギーの観点から国際経
済関係を研究してみませんか？

池尾 愛子国際経済関係研究

人数：3 年生 12 人、4 年生 17 人　執筆者：武井 学陽

先生

■ 研究テーマ
幕末維新期～昭和戦前期（19 世紀
後半～ 20 世紀前半）の日本経済
史を扱います。

■ 活動内容 
ゼミ生には卒業年次に日本経済史
に関わる卒業論文の執筆を求めま
す。個別の研究テーマを、教員が
直接的には提示しません。それぞ
れ自身の関心に沿って模索してく
ださい。参加者相互の議論によっ

て修正を繰り返しながら、卒業論
文を仕上げることに全員で取り組
みます。夏には合宿を予定してい
ます。

■ 新ゼミ生へ
卒業論文執筆の際には、自身のオ
リジナルな見解を提示することが
必要です。そのためには過去の研
究においてどこまで明らかになっ
ているのかを正確に把握しなけれ
ばいけません。ただし、過去の研

究を検討するだけでは、なかなか
独創的な発想は生まれにくいもの
です。史料を読み、その解釈を通
じて過去の研究とは違う議論を立
てることが、経済史の学問領域で
は基礎的な方法論となっています。
丁寧に根気強く、周りと議論がで
きるゼミ生を歓迎します。

小林 延人日本経済史研究

人数：3 年生 0 人、4 年生 8 人　執筆者：小林 延人先生

先生先生

■ 研究テーマ
国際経済学は、ものの流れを対象と
する国際貿易論と、かねの流れを対
象とする国際マクロ経済学 ( 国際金
融論 ) から構成されます。これらを
学ぶ上で、ミクロ経済学やマクロ経
済学の基礎をしっかりと修得するこ
とが前提となります。また、理論の
みならず、その応用としての経済政
策についても研究を行います。

■ 活動内容
3 年生のゼミでは、まずミクロ・マ
クロ経済の基礎理論を取り上げ、そ
の後、国際経済学の分野へと進みま
す。テキストの指定範囲をグループ
ごとに報告してもらい、ゼミ生間の
議論を通じて国際経済学に対する理
解を深めることになります。4 年生
は 1 年間学んだ理論的背景をもとに、
みずからテーマを設定して卒業論文

の執筆にあたります。経済学の分析
手法などを用いて 2 年間の研究成果
をまとめる機会となります。サブゼ
ミは、本ゼミの準備に充てる場合も
あれば、懸賞論文に取り組む場合も
あり ( 日銀懸賞論文等で入賞してい
ます )、ゼミ生自身が決めることに
なっています。毎年 9 月にはゼミ合
宿を行い、研究だけでなく、スポー
ツやバーベキューなどゼミ生間の親

睦を深める機会となっています。

■ 新ゼミ生へ  
ゼミは研究報告や相互の議論をと
おして、ものの見方やものの考え
方を身につける場です。このよう
な知的な取り組みは、社会に出て
からさまざまな場面で役立つもの
と思います。ゼミは共同作業の場
なので、各種の活動に協調して取
り組む姿勢が必要になります。

横山 将義国際経済学研究

人数：3 年生 15 人、4 年生 5 人　執筆者：横山 将義先生
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先生

■ 研究テーマ
働く人の約 9 割は、「雇われて」働
いています。そのような人々を雇
用労働者と言います。「雇用労働研
究」とは、雇われて働く人の様々
な問題を考えることを意味してい
ます。就職活動・インターンシップ、
アルバイトのトラブル、働き方改
革・過労死、同一労働同一賃金、ジョ
ブ型雇用、AI と雇用、副業・兼業、

障がい者雇用など、様々な問題が
ある今日、ゼミを通じて主体的に
学ぶことを、目的としています。

■ 活動内容
3 ～ 4 人を 1 つのチームとして、半
期ごとにチームを入れ替え、グルー
プ研究をして、期末に研究発表を
します。各チームは、研究テーマ
を相談し、関連する文献サーベイ
を行い、関係者へのインタビュー

調査を実施し、最後にプレゼン資
料を作成して、発表します。テー
マによっては、インタビューを依
頼する人や会社が複数になり、ま
た、遠方へ出かけることもありま
すが、自ら企画しフィールドワー
クをすることは、ゼミ生の実行力
を育み、とても良い社会勉強になっ
ています。

■ 新ゼミ生へ  
3 年生はサブゼミが 1 コマあります
が、部活動などと両立できるよう
に、その他の時間をゼミ活動で使
うことは基本的にありません。た
だし、その分、積極的にゼミ活動
に取り組まないと、仲間にも迷惑
をかけます。「ゆるさ」だけを求め
て来る人は、遠慮して下さい。

 小倉 一哉雇用労働研究

人数：3 年生 17 人、4 年生 16 人　執筆者：小倉 一哉先生

先生

■ 研究テーマ 
宮川ゼミでは、実証分析手法の
習得とその応用（リサーチの実
施）をテーマとして、輪読（担
当箇所のレジュメ作成・プレゼ
ン・質疑）やデータ分析を内容
とする演習を行います。

■ 活動内容
3 年次のゼミでは、R と STATA
を用いてデータ分析手法を学ぶ

と共に、各自の関心に沿ったリ
サーチの準備を進め、4 年時に
おける卒業論文の執筆に向けた
準備を進めます。4 年次のゼミ
では、卒業論文プロジェクトに
注力します。この過程で他大学
を含むインゼミへの参加や論文
コンクールへの投稿なども行い
ます。

■ 新ゼミ生へ 
実証手法と経済学の理論に基づ
いた考え方のフレームワークを
習得することで、幅広いテーマ
を取り扱うことができるように
なります。将来のキャリア形成
において分析的な仕事（注：学
術研究に限りません）を志向す
る学生を歓迎します。

宮川 大介産業・企業ダイナミクス研究

人数：3 年生 6 人、4 年生 8 人　執筆者：宮川 大介先生

先生

■ 研究テーマ 
本 ゼ ミ で は 国 際 貿 易 に 関 す る ト
ピックを中心に据えながら、「経済
的な 考え方」を身につけ、世の中
のあらゆる出来事に対して「自分
の頭で考えること」ができるよう
になることを目的としています。
英語のテキストを用いて経済学と
プレゼンテーションの仕方を学び、
日本語の文献を大量に読んで議論

します。市田ゼミに入ると、英語力、
ロジカルシンキング、プレゼン力、
経済学の基礎と応用が身につきま
す。 

■ 活動内容
通常のゼミ活動、サブゼミに加え
て、国内の勉強合宿が年 2 回、海 
外大学交流・研修合宿（2023 はタ
イ 2024 は台湾）が年 1 回、スキー
合宿、インゼミ活動（昨年度は学

習院、上智、青山、中央、津田塾
など）を行います。先生はゼミ後
の食事会などにも頻繁に顔を出し
てくださり、他愛のない話から社
会で身につくマナーなど様々なこ
とを教えてくださいます。また、
先輩後輩の繋がりも市田ゼミの大
きな魅力の 1 つです。卒業後の進
路は総合商社、金融業界、大手メー
カー、コンサルティング、マスコミ、

大学教授職、シンクタンク研究者、
国家公務員総合職など、多岐にわ
たります。 

■ 新ゼミ生へ
ゼミ活動の良さは、仲間と一緒に 
難しい課題に取り組むことです。
活動に必要なのは、「やる気」や「積
極性」であり、今勉強が得意であ 
るかは全く関係ありません。市田
ゼミで一所懸命に頑張りましょう。

市田 敏啓国際貿易と経済学

人数：3 年生 11 人、4 年生 2 人　執筆者：塚田 雄大

先生横田 一彦国際貿易研究

人数：3 年生 16 人、4 年生 14 人　執筆者：3 年生一同

タテ
1: 研究内容① 〇〇〇〇経済学
2:  経済学者デヴィッド・リカードが 

唱えた概念
5: 末吉の読み方
6: 中国の通貨
7:  会計帳簿に記載された資産や負債の 

評価額
8: 鱏の読み方

ヨコ 
1: 教授の名前は横田〇〇〇〇先生
3: 鯉の読み方
4:  今回紹介文に採用したのは〇〇〇 

ワード 
6: 6/2、9 〇〇曜日 5 限に見学会やります！ 
7: 研究内容② 国際〇〇〇〇論
9:  私たちは〇〇〇〇〇のゼミを目指して

います！

ゼミ HP、
Instagram 参照
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先生

■ 研究テーマ
このゼミでは、西洋哲学の歴史を
哲学理論的な観点から研究するこ
とを主要テーマとしています。古
代・中世期の哲学、あるいは、近
世・近代期の哲学であっても、で
きる限り、現代哲学のテーマトピッ
クと関連させることを目指します。
というのも、哲学という学問は、
歴史性がありつつも、他方では、

どの時代でも根本的には似たよう
な問題圏をめぐって議論を積み重
ねていると考えるからです。

■ 活動内容
哲学の研究手法は、基本的には、
文献研究です。それゆえ、まずは
読むべき資料を確定し、その後、
精密かつ丁寧にその資料を読解し
ていくことがベースになります。
その精密で丁寧な読解の中で、こ

れがどんな議論に繋がっていくか
が見えてくることもありますので、
適宜、資料を離れて、身近な事例
を使いながら、議論を深めていく
ことになります。

■ 新ゼミ生へ
商学部に進学したのに、なぜ人文
学研究？と思われるかもしれませ
ん。しかし他方で、近年の企業経
営において、哲学や倫理学に基づ

いて、物事の理解の仕方や考え方
を再検討するという試みが行なわ
ることもあります。いわゆる、批
判的な分析／クリティカル・シン
キングとなりますが、この手法は、
哲学が生まれつき備えていた方法
論です。もしこのようなことに関
心があれば、是非、選択肢の一つ
として検討してみてください。

辻内 宣博西洋哲学史理論研究

　執筆者：辻内 宣博先生

先生

■ 研究テーマ
私の専門分野は幾何学の一分野
である（低次元）トポロジーで
す。特に結び目理論の研究をし
ています。このゼミでは、結び
目理論に限らず、トポロジーに
関連するテーマを勉強する予定
です。具体的なテーマはゼミ生
と相談の上で決める予定です。

■ 活動内容 
トポロジー関連の専門書（洋書）
を輪講形式（1 冊のテキストに
関して、ゼミ生が順番に講義す
る ） で 勉 強 し て い き ま す。 担
当者は、自分が先生になったつ
もりで、入念に「講義」の準備
をして来て下さい。私は、生徒
になったつもりでいろいろと質

問します。あらかじめ担当者を
決めて行いますが、担当者が躓
いた場合は、他のゼミ生と交代
してもらうので、各自が毎回発
表できるよう準備してきて下さ
い。

■ 新ゼミ生へ
トポロジーの知識を得るためだ
けではなく、数学の専門書を通

して、正しく理解し（読み）表
現する（書く、話す）力を培う
ことが、ねらいでもあります。 
数 学 の 基 礎 知 識 が 足 り な く と
も、やる気さえあれば何とかな
ります。毎回の予習・復習には、
かなりの時間を費やす覚悟が必
要です。

安原 晃トポロジー理論研究

　執筆者：安原 晃先生

先生

■ 研究テーマ
力 学 系 理 論（dynamical systems）
は時間と共に変化する状態の記述
を元とする数学の分野の一つです。
力学系的な考え方は数学の様々な
分野に現れますが、歴史的には、
そのメインストリームは、ポアン
カレによる三体問題における常微
分方程式の解の定性的（位相的）
研究に発し、様々な先駆的研究の

のち、スメール達やロシア学派に
よる双曲的力学系の構造安定性を
中心とした研究を経て、ストレン
ジアトラクターの構造の解明など、
現在では一様双曲性を超えた更に
精緻な研究が盛んに行われていま
す。カオス理論や準結晶などとも
関係があります。数学の他の分野
との関わりもますます深く緊密に
なってきています。力学系の考え

方の基本を理解し、ある程度使う
ことができるようになることが目
標です。

■ 活動内容
力学系理論研究ゼミでは力学系理
論のテキストを選び、輪講形式で
基礎からしっかりと学んでいきた
いと思います。（輪講形式とは、学
生が順番に内容を解説して学んで
いくことです。）

■ 新ゼミ生へ
基本的なことからしっかりと理解
して進めていきたいと思いますの
で、積極的に予習復習を時間をか
けて行うことが必要になると考え
られます。意欲のある方の参加を
期待いたします。

渡邊 展也力学系理論研究

　執筆者：渡邊 展也先生

先生

■ 研究テーマ
数学において図形を研究する分野
を幾何学といいます。さらに図形
の 定 量 的 な 性 質 を 研 究 す る 分 野
は微分幾何学、定性的な性質を研
究する分野は位相幾何学 ( トポロ
ジー ) とよばれています。この他に
も多項式方程式が定める図形を研
究する代数幾何学といった分野も
あります。このゼミでは微分幾何

学・位相幾何学に関連する内容を
学びます。大学で学習する微分積
分学・線形代数学・群論を応用し
て図形を研究する発展的な内容を
予定しています。

■ 活動内容
幾何学理論研究では微分幾何学・
位相幾何学の専門書をテキストに
選び、輪講形式でテキストの内容
を学習します ( 輪講形式とは参加学

生がテキストの担当箇所を順番に
解説講義して内容を学習する形式
のことです )。ゼミで使用するテキ
ストは幾何学の専門書を想定して
いますが関連する内容であれば他
分野の専門書でも大丈夫です。テ
キストの選定は参加学生と相談し
て決定します。

■ 新ゼミ生へ
数学の専門書は多かれ少なかれ説

明の細部を読者が補うことを想定
して書かれています。専門書の解
説講義を行うには、専門書が省略
していると思う説明の細部を準備
しておくことが大切です。発表を
意識して専門書を読み進めること
で専門的な内容を深く理解し、参
加学生と共有する方法を身につけ
ていってほしいと思います。

山口 祥司幾何学理論研究

　執筆者：山口 祥司先生

総合・学際科目分野のゼミは2026年度より新設されます。
2024年度以降入学者のみ応募可能です。
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先生

■ 研究テーマ
本ゼミでは、将来的に英語を用いて国
際的なビジネスの現場で活躍すること
を目指す学生や、海外の大学院・MBA
への進学を志す学生を主な対象とし、
英語学の専門知識を基盤として、高度
かつ実践的な英語運用能力を段階的に
養成していきます。ビジネスレター、
メール、契約書など、フォーマルな文
書に適した表現を学び、状況に応じて

「自然に響く英語」を発信できる力を養

成します。文法的な正確さにとどまら
ず、実務の現場で信頼を得ることがで
きる「真に使える英語力」の習得を目
指します。

■ 活動内容
まず、プレゼンテーションやディスカッ
ションを通じて、これまでに出版され
た優れた英語関連書籍やビジネス実用
書（ 日 本 語・ 英 語 ） か ら 要 点 を 抽 出
し、そこから得られる知識を整理・習
得することから始めます。その後、専

門書を読む際に不可欠となる英語学分
野の基本概念や主要な用語を学び、海
外大学院進学時に必要とされる GMAT

（Graduate Management Admission 
Test）対策や学術論文の読解を含む多
様な教材・学習法を活用しながら、英
語運用能力を効果的に高めていきます。
また、英語母語話者の用例を集めたコー
パスや、生成 AI などの大規模言語モデ
ルを適切に活用し、自身の英語力を分
析・可視化した上で、弱点の把握と克

服に体系的に取り組みます。 

■ 新ゼミ生へ
2026 年度の募集は行っていませんが、
2027 年度以降、英文法を一通り学習し
終えたと感じている学生は、ぜひ応募
を検討してください。

佐藤 詩恵英語コミュニケーション研究

　執筆者：佐藤 詩恵先生

先生

■ 研究テーマ
Phonetics, Phonology, and Cognitive Neuroscience. 
We will investigate how humans perceive and produce 
language sounds by conducting experiments. We 
will also examine how perception and production are 
different across languages. For example, English has 
three distinct vowels, /æ/, /ʌ/, and /ɑ/, while Japanese 
has only one corresponding vowel, /a/. Japanese 
speakers have difficulty discriminating these English 
vowels, and their brain responses differ significantly 
from those of English speakers. 

■ 活動内容
This Research Practicum in Speech Perception and Production 
aims to enhance students’ research skills in speech perception 
and production. Students will select or be assigned a research 
topic, collect and analyze data, write a conference paper, 
and present it at an international conference. If they prefer 
not to attend a conference, they may choose to submit 
only the conference paper or a graduation thesis. Through 
these activities, students will improve their logical thinking 
and develop skills in data analysis and academic writing. All 
activities are tailored to students’ interests. If they wish to 

undertake a study trip, arrangements can be made. 

■ 新ゼミ生へ
本ゼミは 2026 年 4 月開設予定です。ゼミ内では、基本
的に英語の文献を読み、英語で授業を行いますが、英
語力が必須ということはありません。必須なのは、研
究内容を深く理解しようとする姿勢です。実験により
多くのデータを収集し、プレゼンの準備も行うため、
根気強さも重要です。高いゴールを目指すために努力
できる学生の応募を強く望みます。I hope you will join 
us on an enriching journey studying speech perception 
and production. Instruction language: primarily English  

篠原 靖明音声学・音韻論研究

　執筆者：篠原 靖明先生

先生

■ 研究テーマ
英語コミュニケーションにおけるス
ピーチアクト（発話行為）とポライト
ネ ス（ 丁 寧 さ・ 適 切 さ ） の ス ト ラ テ
ジーの研究を行います。グローバル化
が進む現代社会において、文脈に応じ
て相手の意図を正確に理解し自らの意
図を効果的に伝達することが益々重要
になっています。そのために重要なの
がスピーチアクトとポライトネスの理
解、習得、並びに研究です。感謝、謝罪、

依頼、招待などのスピーチアクトがど
のように遂行され、それらのためにど
のようなポライトネスが用いられてい
るかを語用論の観点から研究します。 

■ 活動内容
基本的な専門書の購読からはじめ、文
献調査、データ収集・分析、プレゼン
テーション、レポート執筆、そして最
終的には卒業論文執筆を行うことによ
り、当該分野の専門知識を身につけて
行きます。アメリカ・サンタクララ大

学とのオンラインフォーラム交流を通
じて英語コミュニケーションにおける
スピーチアクトとポライトネスのスト
ラテジーの実践研究を行う予定です。 

■ 新ゼミ生へ
相手と状況と目的に応じて私たちは言
語を使い分けている、ということを考
えたことはありますか？友達に「あり
がとう！」、お世話になっている先生に

「ありがとうございます」と無意識のう
ちに言うのは何故でしょうか。それは

我々には言語を社会的状況に合わせて
使用する能力が備わっているからなの
です。英語ではどう使い分けるのでしょ
うか。一緒に研究していきましょう！ 
 

鈴木 利彦スピーチアクト＆ポライトネス研究

　執筆者：鈴木 利彦先生

先生

■ 研究テーマ
本ゼミでは、国連の持続可能な
開発目標（SDGs）への理解を深
めながら、英語運用能力の向上
を目指します。問題解決型学習

（PBL）アプローチを用いて、地
域社会に根ざした課題に取り組
み、持続可能な解決策を英語で
探究します。 

■ 活動内容
ゼミの前半では、17 の SDGs と
その意義について学び、成功事
例を通して地域プロジェクトの
実践例に触れます。その後、少
人数グループに分かれ、地域課
題を特定し、SDGs に基づく小
規模な解決策を考案・実施しま
す。外部での活動が難しい場合

は、地域の NPO 等との連携に
よる調査やボランティア活動を
行います。最終的にはグループ
発 表 を 行 い、 ゼ ミ 全 体 で プ ロ
ジェクトを共有・評価します。

■ 新ゼミ生へ 
新しく始まるゼミです。理論的
な学びと実践的な活動を融合さ
せることで、英語力、批判的思

考 力（ ク リ テ ィ カ ル シ ン キ ン
グ）、チームワーク、プロジェ
クトマネジメント力を総合的に
鍛えることができます。地域社
会に貢献したい、グローバルな
視野を広げたいという意欲を持
つ方の参加を心よりお待ちして
います。

バウワー ジャック ビクターSDGs実践プロジェクト（上級英語）研究

　執筆者：バウワー ジャック ビクター先生
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先生

■ 研究テーマ
「 辞書と出版」の授業の冒頭、ト

ム・マッカーサー博士が、Concise 
Oxford Dictionary をかたどった缶か
ら超小型辞書を取り出して言いまし
た：１．辞書は教育的な書物である
と同時に商品であるため、予算、人
件費等、ページ数、納期も決まって
いる；2．そのような制約の中で使
用対象を念頭に、採算が合うように

企画されていて、超小型辞書もしか
りである。つまり、売れるように、
限られた箱の中に、情報を取り出し
やすく収納しているのです。
Lexicography は辞書の研究と作成
の両方を指します。英語辞書以外
の辞書類、学習参考書、ネット辞
書、アプリも研究対象になりえま
す。辞書は発音、文法、意味、用法、
語源を含むので、英語そのものも

研究の対象になります。 

■ 活動内容
・ 教員による辞書学会（界）で起こっ

ていることの講義、全体での議論
・基本的な論文、代表的な本の輪読
・出版業界からゲストを招いての講演
ゼミは日本語で行いますが、英語
でプレゼン、ディスカッションが
できるようになるための訓練、練

習も行います。

■ 新ゼミ生へ
辞書も商品で、個性があります。学習英
英辞典の歴史、比較、使い方の指導、革
新的な和英辞典の作成が現在の私の研究
テーマですが、あまり限定的に考える必
要はありません。電子化、生成 AI の出
現により大きく変わってきている辞書の
デザイン、ビジネスモデル等についても、
商学の専門知識のある皆さんと検討した
いです。英語発信能力も鍛えます。

山田 茂英語辞書と出版

　執筆者：山田 茂先生

先生

■ 研究テーマ
本ゼミでは、NPC（ノンプレイヤーキャ
ラクター）や〈汚染された主観性〉、〈ス
クリプトの破綻〉、〈ダブル・コンシャ
スネス〉といった概念を手がかりに、
人間と機械、記憶と身体、感染とアイ
デンティティをめぐる境界的な思考を
展開します。日本および欧米の文学、
アニメ、映画を横断的に扱い、文学、
医療、人類学、テクノロジー、ブラッ
ク・スタディーズ、ノイズ音楽、ビジュ

アルアートなど多様な視点を交差させ
ながら、既存のカテゴリーを攪乱する
思考と表現を目指します。学術的な枠
を意図的にずらしながら、理論と感性
が交わる新しい思考のかたち＝〈美学
的に汚染された理論〉を模索します。

■ 活動内容
小説や映像作品を扱いながら、テーマ
に関連する問いをグループで共有・検
討します。プレゼンテーションやディ
スカッションを通して、作品と理論を

結びつけ、自らの視点を鍛えます。異
なる分野の思考と出会いながら、「読
む」・「視る」という行為の可能性を再
発見する場でもあります。特に 4 年生
は、ゼミでの議論と探究を基盤に、卒
業論文の個別指導も行います。

■ 新ゼミ生へ
このゼミでは、「当たり前」を疑うとこ
ろからすべてが始まります。現代社会
の構造、制度、文化に潜む「見えにく
い規範」や「排除された声」に目を向け、

自分だけの問いを育てていきましょう。
本や映画を通じて、思考の限界を越え
ていく冒険に出ませんか？「読めない
ものを読む」「名前のない感覚にかたち
を与える」―そんな試みに挑戦したい
人を歓迎します。

クラウス マヌエル フィリップドイツ文化研究

　執筆者：クラウス マヌエル フィリップ先生

先生

■研究テーマ
ディズニー映画が原作のメルヒェンと
違うストーリーなのはなぜ？／アニメ
が 2.5 次元舞台になるときどんな変化
が生じる？／〈聖地巡礼〉（コンテンツ
ツーリズム）などファンダムによる文
化実践は何を生み出す？ etc. ──この
ゼミでは、文字テクスト、映像からディ
ジタルメディアに至る多様なメディア
において展開される文化的事象（文学、
映画、アニメ、漫画、ゲーム、MV など）

をめぐり、メディア研究や文化研究（カ
ルチュラル・スタディーズ）、比較文学
比較文化などの視座から学際的に調査・
分析・考察を行ないます。

■活動内容
３年次はメディア文化を学術的に研究
する方法について、重要文献を講読し
ながら身近な現象を手がかりに学習し
ます。とくに、1）コンテンツ文化の【生
産】／ 2）メディアを通じた【流通】／ 3）

【受容】におけるイノベーション、の３

つの側面に注目します。
　文献講読はグループ発表のかたちで
進めます。理論を理解し、具体的事象
の分析ツールとして活用・習熟しましょ
う。４年次では関心のあるメディア文
化現象についてリサーチし、研究発表
にまとめたうえで、ゼミでの議論を踏
まえて卒業論文を作成します。

■新ゼミ生へ
このゼミは 2026 年度に新設されます。

〈初期メン〉としてゼミを主体的に作り

上げてみませんか。広くメディア・コ
ンテンツに関心のあるみなさんの参加
をお待ちしています。

柳橋 大輔メディア文化研究

　執筆者：柳橋 大輔先生

先生

■研究テーマ
このゼミは三つの目的があります。
１．名作と珍しい映画の鑑賞を基
に映画の特徴を分析します。特に
台詞と映像の関わりについて考え
て、 映 像 の 力 を 注 目 し ま す。 ２．
映画は異国の文化、歴史、社会を
理解できる近道として、フランス
の文化とフランス人の考え方を紹
介します。３．映画の評価の基準

について考えて、映画の紹介の仕
方を練習します。面白いか面白く
ないという単純な感想に留まらな
いで、自分の意見を他人に伝える
練習します。

■活動内容
娯楽映画とは一味違う様々な映画
を教室で見て、先生の解釈を聞い
て、映画の新し見方を経験します。
また、学生同士で映画の感想を比

べてみるディスカッションも行わ
れます。同じ映画の十人十色の受
け止め方は、映画の多様性を証拠
します。

■新ゼミ生へ
フランス語学習のゼミではありま
せん。第二外国語としてフランス
語以外の言語を選んだ学生もこの
ゼミに参加できます。また、フラ
ンス映画を見たことのない学生も、

映画に詳しい学生もこのゼミを選
択できます。ただし、積極的に参
加する必要があります。居眠り禁
止。今まで見慣れた映画と違う映
画の発見と映像の力の理解で視線
が広くなれば、ゼミ以外にも映画
を見たくなります。

Ｍ. Ｍ. パルヴューレスコフランス映画研究

　執筆者：Ｍ . Ｍ . パルヴューレスコ先生
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先生

■ 研究テーマ
当該教員の専門は言語学（スペイン語・
日本語の比較対象）であるが、現代の
スペインについて学際的な視野も持ち
合わせている。スペインと日本の社会
は、異なる点が目立つのも確かではあ
るが、類似点もある。さらにまた、お
互い似たような問題に直面しているこ
とも事実である。 
特に次の 3 つの点について、スペイン・
日本の対照研究ができるようにゼミを

開きたい。 
・ 地方の問題（少子高齢化、その対策

と政策） 
・ 観光産業がもたらした諸問題（治安、

迷惑行為、物価高騰、等） 
・ Turismo Rural （外国人向けではない地

方観光産業） 
なお、スペイン地域研究の分野に関す
るテーマであれば、学生のニーズや希
望に会わせて内容を調整することにも
やぶさかではない。 

■ 活動内容
スペイン地域研究では、基本的にまず
ビジネス・スペイン語を学びながら、
スペイン経済の特徴を把握し、ゼミ生
が提案したテーマについて知識を増や
します。３年生のゼミでは CEFR（ヨー
ロッパ言語共通参照枠）B1 レベルのビ
ジネス・スペイン語を勉強し、４年生
のゼミでは B2 レベルのビジネス・スペ
イン語を取得します。プレゼンテーショ
ン、レポートや論文などは学生が自ら

で選んだ研究テーマについてのものに
なります。 

■ 新ゼミ生へ
本ゼミのスペイン語はゼロから始まる
のではありません。１年生の時にスペ
イン語を選び、２年生の時もスペイン
語の選択科目（2 つ以上）を勉強した
という学歴がなければ本ゼミのスペイ
ン語はとても難しいかと思います。 

ロペスハラ サンティアゴスペイン地域研究

　執筆者：ロペスハラ サンティアゴ先生

先生

■ 研究テーマ
東アジア（日本、中国、台湾、香港、
韓国など）における地域社会の諸相を
比較文化論の視点から探究するゼミで
す。日本との相互比較だけでなく、東
アジア全体を俯瞰する多角的比較研究
も行います。ゼミ参加には、中国語か
朝鮮語（韓国語）の学習歴を要件とし
ます。ゼミ生がそれぞれ言語学習を通
して感じた違和感を手がかりに、異文
化とどのように上手に付き合うかを幅

広く話し合える場にしたいと思います。

■ 活動内容
すべては参加者皆さんの手でゼロから
作ってゆくゼミです。教員は皆さんの
意欲を具体化するお手伝いをします。
ゼミ生で共通教科書を一冊決めてから
輪読形式で各自サマリーとコメントを
PowerPoint で発表し、討論してゆきま
す。

■ 新ゼミ生へ
このゼミは、中国語担当教員が運営し

ているので、学習する内容は文化研究
が中心になります。東アジア文化がカ
バーする範囲は非常に広汎です。人類
学、社会学に係わる社会論、国地域で
異なる衣服、料理など風俗習慣論だけ
でなく、サブカルチャー研究も歓迎し
ます。東アジア文化に係わる問題が含
まれていれば、ビジネスについても当
然取り上げます。東アジアにおけるフェ
ミニズムの問題も担当教員の研究対象
ですので、挑戦して欲しいと思います。

残念ながら韓国語はほとんど読めない
ので、資料探索のお手伝いはできませ
んが、K-Pop など音楽論でも大丈夫で
す。現在、「ビジネス研修」で台湾大学
を毎年訪問していますが、ゼミが発足
すれば、参加メンバーの希望を踏まえ、
ほかの地域でのフィールドワークも実
施したいと思います。

小川 利康東アジア文化研究

　執筆者：小川 利康先生

先生

■ 研究テーマ
中国大陸、香港、台湾の近現代史を取り上
げながら、その時代やジェンダーなどの角
度から、それぞれの国・地域における人々
のアイデンティティの模索について考察を
かさねます。密接な交流がありながら、近
年では「近くて遠い」と報道されがちな近
隣の国・地域の有り様を、内側から理解し、
かつ多層的に分析し、それを文章化する力
を身につけることを目標とします。 

■ 活動内容
指定する日本語および中国語の文字資料で
あるテキストを輪読し、適宜、映像資料も
利用します。またゼミ生で担当を決めてパ
ワーポイントを作成し、報告を行ないます。
フィードバックを重ね、プレゼンテーショ
ンの基本を身につけながら、各自の問題意
識を明確化してゆきます。秋学期には、卒
業論文作成の報告を行ないながら、論文の
執筆をすすめます。

■ 新ゼミ生へ
これまで主に 1 ～ 2 年生を対象としたプ
ロゼミを担当していましたが、専門ゼミと
しては 2026 年度スタートです。中国大陸、
香港、台湾の歴史文化の差異について柔軟
に理解し得、また自分なりの興味を持って
いる人の参加を希望します。

中村 みどり中国語圏の歴史とアイデンティティ

　執筆者：中村 みどり先生
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